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ト ピ ッ ク ス

「いこまいかー」は、利用者の予約がある場合のみ
運行する乗合タクシーです。自宅と小学校区ごとに決
められた駅やバス停を結ぶ公共交通サービスで、毎日

運行しています。通院や買い物などの移動手段に、ぜ
ひご利用ください。
問地域支援協働課地域支援担当（☎６５ ・ ２１０７）

賢く使って快適に生活

いこまいかーがさらに便利に

自動車運転免許証を自主返納した７５歳以上の方に、
「コミュニティバス乗車証」をお渡ししています。有
効期限内の運転免許証を返納して１年以内の方に限り
ます。返納した免許証に乗車証のシールを貼り、「六万
石くるりんバス」「いっちゃんバス」の乗車時に提示す
ると、無料で利用できます。利用できる期限は免許を
返納して３年後の年度末です。

さらに、３月１
日から「いこまい
かー」の利用料金
の割引も開始しま
す。乗車証を提示
すると、利用料金を１回１００円割引します。
問危機管理課交通・防犯担当（☎６５ ・ ２１９６）

いこまいかー 自主返納者への割引も開始

対市内在住の方
　※就学前のお子さんは保護者同伴
受付時間　午前７時～午後５時
運行日時　毎日午前８時～午後５時
　※１２月２９日～１月３日を除く。
利用の手順
①利用日の前日から利用する１時間前までに、専
用ダイヤル（☎７９・５４４１）へ電話する
②オペレーターに、住所・氏名・電話番号・乗車
人数・利用日時を伝える
③オペレーターが受け付け内容を確認し、車両の
到着時間をお知らせします

④予約時間に自宅と駅・バス停の間をいこまいか
ーで送迎します

利用料金など
　・１人３００円（就学前のお子さんは無料）
・六万石くるりんバスへ乗り継ぐ場合は、バスの
料金が無料になる「乗継券」を発行します。
・２人以上で乗車する場合は、ポイントカードに
１ポイントお付けします。３ポイントためると、
いこまいかーの「１回券」として利用できます。

他同じ小学校区内・時間帯で複数の方が利用する場
合は、乗り合いで運行します。交通事情などによ
り、やむを得ず遅れる場合があります。

い こ ま い か ー の 利 用 方 法

現在、吉良地区で利用できる目的地は、名鉄吉良吉
田駅と上横須賀駅のみです。３月１日㈭から、下表の
とおり目的地を駅周辺の施設に拡大します。この変更
は、吉良地区の皆さんの提案に基づき、実現したもの
です。

また、予約を簡単にするため、吉良地区のいこまい
かーの利用を事前登録制にします。
登録方法　住所・氏名・電話番号を直接または電話、
ファクスで地域支援協働課地域支援担当（☎６５ ・ ２１
０７／FAX５７・１３１４） へ。 利用登録証を郵送します。

いこまいかー 吉良地区の利用範囲を拡大

吉 田 ・ 白 浜 ・ 荻 原 エ リ ア 横 須 賀 ・ 津 平 ・ 荻 原 エ リ ア
吉良吉田駅、吉良支所、吉良保健センター、吉良吉田郵
便局、ＪＡ西三河吉田支店、ピアゴ吉良店、Ａコープ吉
良店、宮崎医院、石川医院、きら歯科クリニック、山川
医院、みずとり歯科医院

上横須賀駅、吉良支所、吉良町郵便局、ＪＡ西三河横
須賀支店、ドミー吉良店、吉良内科、れん内科クリニ
ック、秋山歯科医院、岡田歯科医院、すずき歯科医院、
横須賀歯科診療所

※荻原にお住まいの方は、自宅から近いエリアで利用できます。

見　本
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対対象・応募資格　時日時・期間　場場所　内内容　定定員・募集人数
￥費用　講講師　持持ち物・提出書類　申申込・申請　他その他　問問合先

伝想茶屋をリニューアルオープン

対市内在住または在勤で、自分の体調を管理できる方
場ホワイトウェイブ２１
申各申込期間の午前９時～午後５時に、直接ホワイト
ウェイブ２１へ。電話や郵送、代理人による申し込み
はできません。１人につき１教室のみ

１次申込期間　３月６日㈫～９日㈮
　※抽選結果発表日…３月１３日㈫
２次申込期間　３月１３日㈫～１６日㈮
　※抽選結果発表日…３月２０日㈫
３次申込期間　３月２０日㈫～２３日㈮
　※抽選は行いません。先着順
本申し込み　３月２３日㈮までの午前９時～午後５時に、

参加料を直接ホワイトウェイブ２１へ。納入されない
と、キャンセル扱いになります。

他申し込み状況と抽選結果は、各発表日の午前９時に、
館内掲示またはホワイトウェイブ２１ホームページで
お知らせします。

問ホワイトウェイブ２１（☎３４・８２２２）

歴史公園の尚古荘内にある伝想茶屋を、２月２２日㈭
にリニューアルオープンします。新しい経営者は「特
定非営利活動法人西尾幡豆まちづくり観光プロモーシ
ョン」です。「西尾の抹茶」を使った、さまざまなスイ
ーツなどを提供し、おもてなしします。ぜひ、ご利用
ください。
店名　抹茶ラボ西尾伝想茶屋店
営業時間　午前１０時～午後５時

休館日　祝日を除く月曜日、１２月２９日～１月３日
メニュー　濃厚抹茶ジェラートや抹茶パフェなど

●尚古荘駐車場は利用できません
尚古荘駐車場は整備のため、３月３１日㈯まで利用で
きません。歴史公園駐車場または文化会館駐車場をご
利用ください。
問文化振興課庶務担当（☎５６ ・ ６６６０／岩瀬文庫内）

教 室 名 期 日 な ど 時　　　間 運動強度 実施場所 定員 参加料
A エアロビクス

４月１０日～６月２６日の
毎回火曜日　全１０回　

午前９時３０分～１０時３０分 弱

多
目
的
ホ
ー
ル

各
３０
人

各
２
０
０
０
円

B 健康体操 午前１０時４０分～１１時４０分 中
C 初心者ヨガ 午後１時３０分～２時３０分 弱D 健康体操 午後２時４０分～３時４０分
Ｇ エアロビクス

４月１１日～６月２７日の
毎回水曜日　全１０回　

午前９時３０分～１０時３０分 中Ｈ 健康体操 午前１０時４０分～１１時４０分
Ｉ エアロビクス 午後１時３０分～２時３０分 弱Ｊ 健康体操 午後２時４０分～３時４０分
Ｌ 簡単エアロビクス

４月１２日～６月２８日の
毎回木曜日　全１０回　

午前９時３０分～１０時３０分

弱Ｍ 健康体操 午前１０時４０分～１１時４０分
Ｎ 簡単エアロビクス 午後１時３０分～２時３０分
Ｏ 初心者ヨガ 午後２時４０分～３時４０分
Ｒ エアロビクス

４月１３日～６月２９日の
毎回金曜日　全１０回　

午前９時３０分～１０時３０分
中Ｓ ヨガ 午前１０時４０分～１１時４０分

Ｔ 健康体操 午後１時３０分～２時３０分
Ｕ さわやか体操（６５歳以上） 午後２時４０分～３時４０分 弱
Ｅ 初心者水泳 ４月１０日～６月２６日の

毎回火曜日　全１０回　
午前１０時～１１時３０分 中

２５
ｍ
プ
ー
ル

各
３０
人

各
３
０
０
０
円

Ｆ クロール中級 午後１時３０分～３時 強

Ｋ 初心者水泳 ４月１１日～６月２７日の
毎回水曜日　全１０回　 午後１時３０分～３時 中

Ｐ 水中運動＆浮身 ４月１２日～６月２８日の
毎回木曜日　全１０回　

午前１０時～１１時３０分 中
Ｑ 男性水中運動 午後１時３０分～３時 弱
Ｖ 水中運動 ４月１３日～６月２９日の

毎回金曜日　全１０回　
午前１０時～１１時３０分 弱

Ｗ 水泳のキホンと背泳ぎ 午後１時３０分～３時 中

春の健康づくり教室
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西尾の散策スポット
春を感じながら健康づくり

平原の滝　遊歩道
平原の滝から約７２０メートル続く遊歩道は、気軽に
トレッキングを楽しむ方でにぎわっています。遊歩

道の途中の「滝山」と呼ばれる小山に建つ、高さ５
ｍの展望台の愛称は、その標高から「２

ニーマルサン

０３展望台」。
天気の良い日には西尾の市街地はもちろん、名古屋
駅周辺まで一望できます。

不動尊

秋葉神社

県道383号方面↑

203展望台

いきものふれあいの里　散策コース
ネイチャーセンターから
万灯山付近のサブゾーンま
での散策コースは、長さ約
４．５キロメートル（野鳥の森
を経由した場合）。春にはウ
グイスの鳴き声を聞いたり、
タンポポやショウジョウバ
カマなどの花を見たりしな
がら散策を楽しめます。

小草池

万灯山山頂

サブゾーン

ネイチャーセンター

寒さが徐々に和らぎ、運動に適した穏やかな日が
増えてきました。豊かな自然を感じながら、心地よ
く散策しませんか。
問商工観光課観光担当（☎６５・２１７０）

３月１日から営業
します。合掌造り
の旧家で、落ち着
いた雰囲気の中で
抹茶を味わえます。
３月下旬には、淡
墨桜が見頃を迎え
ます

無の里休憩所

大小２つの滝があ
ります。かつては
旧暦の月数に合わ
せた人数の善男善
女が、毎月滝に打
たれたそうです
※滝の水は飲めま
せん

平原の滝

遊歩道以外は私有地です。無断で立ち入らないでください。

遊歩道遊歩道遊歩道遊歩道遊歩道

２０３展望台から西尾市街地方面を望む２０３展望台から西尾市街地方面を望む２０３展望台から西尾市街地方面を望む２０３展望台から西尾市街地方面を望む２０３展望台から西尾市街地方面を望む

２０３展望台２０３展望台２０３展望台
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津波から命を守るには、より高く、より遠くへ避難
することが必要です。しかし、万が一逃げ遅れたり、
時間と体力に余裕がなく浸水区域外へ逃げられなかっ
たりする場合は、「津波一時待避所」に避難して津波か
ら身を守ってください。

●消防署一色分署を津波一時待避所に指定
新たに消防署一色分署を「津波一時待避所」に指定

しました。緊急時に
どうしても津波から
逃げられない場合は、
利用してください。
指定場所
　消防署一色分署の
３階部分

収容可能人員
　約２６０人

迫りくる津波、命を守るには？

問危機管理課防災担当（☎６５ ・ ２１３7）
防災のココロ伝えよう！

小河原 治
はる

馬
ま

くん

（丁田町）
平成２8年２月生まれ
よく食べ、よく寝て、
よく遊び、毎日笑顔で
楽しく過ごそうね！

北村 百
ゆ

合
り

ちゃん

（吉良町）
平成２8年８月生まれ
ご飯をたくさん食べて
くれるゆりちゃん♡す
くすく大きくなーれ！

矢部 日
ひ

奈
な

子
こ

ちゃん

（一色町）
平成２8年８月生まれ
毎日かわいい笑顔をあ
りがとう。元気で大き
くなってね！

冨田 愛
まな

翔
と

くん

（平坂町）
平成２8年８月生まれ
まんめん笑顔のなんで
もまねっ子まなくん。
とってもいとおしいよ。

小野内 智
ち

穂
ほ

ちゃん

（善明町）
平成２8年９月生まれ
お兄ちゃん顔負けの食
欲旺盛の智穂。何でも
食べて大きくなあれ。

嶋村 由
ゆ

季
き

菜
な

ちゃん

（西浅井町）
平成２8年２月生まれ
おちゃめで元気な由季
ちゃん♡　にいにと仲
良く大きくなってね！

鈴木 まどかちゃん

（中原町）
平成２8年８月生まれ
みんなのアイドルまど
か。これからも元気い
っぱい大きくなーれ！

対対象・応募資格　時日時・期間　場場所　内内容　定定員・募集人数
￥費用　講講師　持持ち物・提出書類　申申込・申請　他その他　問問合先

市
防
災
マ
ス
コ
ッ
ト

「
ぼ
う
サ
イ
く
ん
」

黒河 奏
そう

多
た

くん

（桜木町）
平成２8年２月生まれ
好奇心旺盛で感性豊か
な奏多くん。健康で優
しい子に育ってね☆

地区など 津 波 一 時 待 避 所

公
共
施
設

一
色
一色町公民館、一色中部小学校、一色東部小学校、
一色西部小学校、一色南部小学校、一色高校、旧
一色支所、消防署一色分署

吉
良
吉良中学校、荻原小学校、吉田小学校、白浜小学
校、吉良保健センター、荻原ポンプ場

他矢作川浄化センター

事

業

所

な

ど

一
　
　
色

雇用促進住宅治明宿舎（治明通縄１３）
県営開正住宅（開正末宝１５）
高須病院（赤羽上郷中１１３－１）
㈱オカセイ本社（治明本地１２）
イケダヤ製菓㈱第２工場（中外沢下長割８）
毎味水産㈱本社工場（一色西塩浜２１１）
㈱渡辺製作所社屋（千間上通東２０－３）
らくらく一色（松木島丸山５４）
㈱高須組本社（味浜中長割１２－１）
榊原工業㈱坂田Ａ棟（坂田新田御境８２－３）

吉
良
吉良観光ホテル（宮崎田ノ上１５）
竜宮ホテル（宮崎宮前１２）

※各施設内で待避所として使用できる場所は、主に３階以上
の部分です。

もしものときに
備えて、必ず津
波一時待避所を
把握しておいて
ください。
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は
ず
夢

ウ
ォ
ー
ク

対
小
・
中
学
生
と
そ
の
祖
父
母

時
３
月
２５
日
㈰　
午
前
９
時
～
正

午
集
合
場
所　
市
役
所
北
側
駐
車
場

内
戦
国
史
跡
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
の
講

師
と
一
緒
に
、
東
条
城
と
寺
部

城
を
バ
ス
で
巡
り
ま
す
。

定
１０
組
（
抽
選
）

￥
１
組
２
０
０
円

講
七
種
英
康
氏

申
２
月
１６
日
㈮
～
２７
日
㈫
午
前
９

時
～
午
後
9
時
に
、
直
接
中
央

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各

公
民
館
へ
。
月
曜
日
を
除
く
。

問
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
担
当

（
☎
５５
・
３
５
１
５
／
中
央
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

対
市
内
在
住
の
６０
歳
以
上
の
方

時
３
月
１６
日
㈮
・
２０
日
㈫　
午
後

１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

場
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
第
6
集
会

室
（
４
階
）

内
誰
で
も
楽
し
め
、
腹
式
呼
吸
に

よ
る
健
康
効
果
が
期
待
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
を
楽
し
み
ま
す
。

定
１２
人
（
抽
選
）

￥
５
０
０
円
（
教
材
費
含
む
）

講
深
谷
正
英
氏

申
問
２
月
２３
日
㈮
～
３
月
９
日
㈮

午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、
直

接
ま
た
は
電
話
で
市
社
会
福
祉

協
議
会
（
☎
５６
・
５
９
０
０
／

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
。

土
・
日
曜
日
を
除
く
。

時
３
月
２
日
㈮　
午
前
１０
時
～
午

後
３
時

場
市
役
所
市
民
ロ
ビ
ー
（
１
階
）

内
市
内
の
生
産
者
が
育
て
た
バ
ラ

や
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
切

花
約
１
１
０
点
を
展
示
。
花
束

の
無
料
配
布（
先
着
１
０
０
人
）、

チ
ャ
リ
テ
ィ
販
売
も
行
い
ま
す
。

問
西
尾
市
花
き
協
議
会
（
☎
５６
・

３
２
０
７
／
Ｊ
Ａ
西
三
河
野
々

宮
セ
ン
タ
ー
内
）、農
林
水
産
課

農
政
担
当（
☎
６５
・
２
１
３
５
）

対
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該

当
し
、
自
動
車
税
・
軽
自
動
車

税
の
減
免
措
置
を
受
け
て
い
な

い
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
～

３
級

②
療
育
手
帳
の
Ａ
判
定
ま
た
は

Ｂ
判
定

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
１
級
ま
た
は
２
級

内
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ

と
が
困
難
な
障
害
者
に
「
心
身

障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ

ト
」
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
枚
数　
１
か
月
当
た
り
４
枚

※
申
請
し
た
月
か
ら
年
度
末
ま

で
の
枚
数
を
交
付
し
ま
す
。

定
期
的
に
週
２
回
以
上
通
院

し
て
い
る
方
は
、
通
院
報
告

書
が
あ
れ
ば
１
か
月
当
た
り

４
枚
を
追
加
で
交
付
し
ま
す
。

使
用
上
の
注
意
点　
市
と
契
約
す

る
タ
ク
シ
ー
会
社
の
み
使
用
で

き
ま
す
。
使
用
可
能
な
タ
ク
シ

ー
会
社
は
チ
ケ
ッ
ト
交
付
時
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
１
枚
の
助

成
額
は
最
大
５
０
０
円
、
１
回

の
乗
車
で
４
枚
ま
で
使
用
で
き

ま
す
が
、
釣
り
銭
は
出
ま
せ
ん
。

申
３
月
１
日
㈭
か
ら
、
該
当
す
る

障
害
者
手
帳
を
直
接
福
祉
課
障

害
者
福
祉
担
当
ま
た
は
各
支
所

地
域
・
住
民
担
当
へ
。
チ
ケ
ッ

ト
は
後
日
郵
送
し
ま
す
。
追
加

交
付
を
申
請
す
る
た
め
の
通
院

報
告
書
は
福
祉
課
と
各
支
所
に

用
意

問
福
祉
課
障
害
者
福
祉
担
当
（
☎

６５
・
２
１
１
３
）

お
知
ら
せ

Information

催　

し

催　

し

展示・入札期間　１日㈭～２４日㈯
開館時間　午前９時～正午、午後１
時～３時　※土曜日の午後は休館

開札日時　２５日㈰　午前１０時
引取期間　２５日㈰～２８日㈬
引取方法　落札者には電話でお知ら
せします。落札価格（現金）を持
参の上、直接リサイクルプラザへ。

展示品家具・自転車・小物など

３
講習会 こいのぼり

日時　１４日㈬　午前１０時～正午
会場　学習室（２階）
定員　１０人程度（先着）
参加料　無料
持ち物　トイレットペーパーの芯
申込期間　１日㈭～１３日㈫
申込方法　直接または電話でリサイ
クルプラザへ。

場所・
問合先

リサイクルプラザ（☎３４・８１１４／クリーンセンター内）
休館日／開札日を除く日曜日・祝日

時３月３日㈯・１７日㈯　※荒天中止
▶太陽観望会…午後１時～３時
▶夜間観望会…午後６時３０分～８時
３０分

内太陽の黒点やプロミネンス、月、天
王星、海王星、星団、二重星などを
観察・撮影します。

￥無料
他事前申し込みは不要
場問寺津ふれあいセンター（☎５８・１１
７７）

天体観望会天体観望会天体観望会

福　

祉

福　

祉

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ス

ポ
ー
ツ
吹
矢
体
験
講
座
」

孫
と
一
緒
に

戦
国
の
城
跡
め
ぐ
り

心
身
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ

ー
チ
ケ
ッ
ト
を
交
付

第
４０
回
西
尾
市
花
の
展
覧

会
（
切
花
部
門
）
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●
定
期
接
種

対
今
ま
で
に
２３
価
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
た
こ
と
が
な
い

方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方

①
３
月
３１
日
現
在
、
６５
、
７０
、

７５
、
８０
、
８５
、
９０
、
９５
、
１

０
０
歳
の
方
（
２９
年
6
月
に

予
診
票
兼
接
種
依
頼
書
を
郵

送
）

②
６０
歳
～
６４
歳
で
、
心
臓
・
腎

臓
・
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害
が

あ
る
方
（
い
ず
れ
も
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
相
当
）

個
人
負
担
金　
２
５
０
０
円

※
特
別
助
成
対
象
者
に
該
当
す

る
方
は
無
料

特
別
助
成
対
象
者
の
証
明
書
・
接

種
券
の
発
行

▼
生
活
保
護
世
帯
…
直
接
福
祉

課
へ
。

▼
住
民
税
非
課
税
世
帯
…
自
動

車
運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分

証
明
書
を
、
直
接
各
保
健
セ

ン
タ
ー
ま
た
は
各
支
所
へ
。

同
一
世
帯
以
外
の
方
が
手
続

す
る
場
合
は
委
任
状
が
必
要

●
任
意
接
種

対
定
期
接
種
対
象
者
以
外
の
６５
歳

以
上
の
方
で
、
過
去
５
年
以
内

に
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
を
受

け
た
こ
と
が
な
い
方

助
成
額　
自
己
負
担
の
内
３
０
０

０
円
分
。
生
活
保
護
や
非
課
税

世
帯
の
方
で
、
接
種
券
を
提
出

し
た
方
は
８
０
０
０
円
を
限
度

に
助
成
し
ま
す
。

接
種
券
の
発
行

　
▼
３
０
０
０
円
分
助
成
の
方
…

　
直
接
ま
た
は
電
話
で
各
保
健

　
セ
ン
タ
ー
へ
。

　
▼
生
活
保
護
世
帯
…
直
接
福
祉

　
課
へ
。

　
▼
住
民
税
非
課
税
世
帯
…
自
動

　
車
運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分

　
証
明
書
を
、
直
接
各
保
健
セ

　
ン
タ
ー
へ
。

◆
共
通
事
項

場
市
内
の
医
療
機
関

※
接
種
で
き
な
い
医
療
機
関
あ

り
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
で
き
ま
す
。

接
種
期
限　
３
月
３１
日
㈯

接
種
方
法　
市
内
の
医
療
機
関
へ

個
人
で
予
約
し
、
予
診
票
兼
接

種
依
頼
書
ま
た
は
接
種
券
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
定
期
予
防
接
種
は
市
外
の
医
療

　
機
関
で
も
受
け
ら
れ
ま
す

対
①
市
外
に
か
か
り
つ
け
医
が
い

る
方　
②
市
外
の
高
齢
者
施
設

な
ど
に
入
所
し
て
い
る
方　
③

市
外
の
病
院
な
ど
で
長
期
入
院

治
療
を
し
て
い
る
方

提
出
書
類　

①
２９
年
６
月
に
郵
送
し
た
予
診

票
兼
接
種
依
頼
書　
②
定
期
高

齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種（
市

外
接
種
）
依
頼
申
請
書

　
※
特
別
助
成
対
象
者
は
他
に
書

　
類
が
必
要

申
予
防
接
種
の
前
に
、
提
出
書
類

と
自
動
車
運
転
免
許
証
な
ど
の

身
分
証
明
書
を
直
接
各
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
。
１
週
間
程
度
で
必

要
書
類
を
郵
送
し
ま
す
。
定
期

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

（
市
外
接
種
）依
頼
申
請
書
は
各

セ
ン
タ
ー
に
用
意
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
。

他
接
種
を
希
望
す
る
医
療
機
関
が

協
力
医
療
機
関
に
な
っ
て
い
る

か
確
認
の
上
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
県
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

問
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
５７

・
０
６
６
１
）、吉
良
保
健
セ
ン

タ
ー
（
☎
３２
・
３
０
０
１
）

●
児
童
手
当

対
中
学
校
卒
業
ま
で
の
お
子
さ
ん

を
養
育
し
て
い
る
方

●
1
児
童
扶
養
手
当
、
2
県
遺
児

手
当
、
3
市
遺
児
手
当

対
両
親
や
父
親
ま
た
は
母
親
が
い

な
い
家
庭
（
離
婚
や
死
亡
、
１

年
以
上
の
行
方
不
明
や
拘
禁
、

未
婚
な
ど
の
理
由
）、父
親
ま
た

は
母
親
に
障
害
者
手
帳
１
・
２

級
程
度
の
障
害
が
あ
る
家
庭
で
、

１８
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
を
養
育

し
て
い
る
方

▼
1
・
3
…
お
子
さ
ん
が
１８
歳

に
な
っ
た
年
度
末
ま
で
。
1

は
お
子
さ
ん
に
障
害
が
あ
る

場
合
、
満
２０
歳
ま
で

▼
2
…
支
給
開
始
年
月
か
ら
５

年
間
か
、
お
子
さ
ん
が
１８
歳

に
な
っ
た
年
度
末
の
ど
ち
ら

か
早
い
方
ま
で

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
１９
歳
以
下
の
お
子
さ
ん

を
養
育
し
て
い
る
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級

程
度
、
４
級
の
一
部

②
療
育
手
帳
の
Ａ
判
定
ま
た
は

Ｂ
判
定

③
自
閉
症
な
ど
に
よ
り
、
日
常

生
活
に
著
し
い
制
限
を
受
け

て
い
る

●
寡
婦
福
祉
手
当

対
配
偶
者
と
死
別
ま
た
は
離
別
し
、

現
在
婚
姻
し
て
い
な
い
女
性
で
、

配
偶
者
の
い
な
い
女
性
と
し
て

子
ど
も
を
扶
養
し
た
こ
と
が
あ

り
、
１８
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
が

い
な
い
方
（
公
的
年
金
受
給
者

を
除
く
）

◆
共
通
事
項

他
①
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
、
申

請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
所
得
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

問
子
育
て
支
援
課
手
当
担
当
（
☎

６５
・
２
１
０
９
）

対対象・応募資格　時日時・期間　場場所　内内容　定定員・募集人数
￥費用　講講師　持持ち物・提出書類　申申込・申請　他その他　問問合先

児
童
手
当
・
遺
児
手
当

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

費
用
の
助
成
は
３
月
ま
で

期 間 ・ イ ベ ン ト 名

　 文化振興課庶務担当
（☎56･6660 ／岩瀬文庫内）
問

ギャラリー展示の申込方法　利用し
たい週の月の６か月前の月始めま
でに、直接岩瀬文庫へ。先着順

２月２０日㈫～２５日㈰…第３回ペン
友会とその家族の展示会
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対
市
内
在
住
の
戸
籍
上
の
夫
婦
で
、

医
師
に
よ
る
一
般
不
妊
検
査
・

治
療
や
人
工
授
精
を
受
け
て
い

る
方

対
象
診
療
期
間　
２９
年
３
月
～
３０

年
２
月
診
療
分

必
要
書
類
な
ど　
①
一
般
不
妊
治

療
等
助
成
金
交
付
申
請
書
兼
請

求
書　
②
一
般
不
妊
治
療
等
助

成
に
係
る
受
診
等
証
明
書　
③

一
般
不
妊
治
療
等
助
成
金
支
給

に
関
す
る
同
意
書　
④
領
収
書

（
原
本
の
返
却
を
希
望
す
る
方

は
写
し
が
必
要
）　
⑤
認
め
印

申
問
３
月
３０
日
㈮
ま
で
に
、
必
要

書
類
な
ど
を
直
接
西
尾
市
保
健

セ
ン
タ
ー（
☎
５７
・
０
６
６
１
）

へ
。
必
要
書
類
は
各
保
健
セ
ン

タ
ー
に
用
意
。
希
望
者
に
は
郵

送
し
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

他
①
証
明
書
の
発
行
に
数
日
か
か

る
医
療
機
関
も
あ
り
ま
す
。

早
め
に
手
続
し
て
く
だ
さ
い
。

　
②
２９
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入

し
た
方
や
過
去
に
他
市
町
村

で
助
成
を
受
け
た
方
は
、
他

に
書
類
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。

対
市
内
在
住
の
６５
歳
以
上
で
、
全

９
回
に
参
加
で
き
る
方

時
▼
４
月
９
日
㈪
・
１６
日
㈪
、
５

月
１４
日
㈪
・
２１
日
㈪
、
6
月

４
日
㈪
・
１８
日
㈪　
午
前
９

時
１０
分
～
１０
時
１０
分

　
▼
４
月
２３
日
㈪
、
５
月
２８
日
㈪
、

6
月
１１
日
㈪　
午
前
１０
時
～

１１
時
３０
分

場
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル
（
４
階
）

内
腰
痛
、
膝
痛
の
改
善
に
役
立
つ

体
操
な
ど

定
２０
人

￥
２
５
０
０
円

講
げ
ん
き
体
操
会
員

申
３
月
１２
日
㈪
午
前
９
時
～
１０
時

３０
分
に
、
参
加
料
を
直
接
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
。
電
話
で
の

申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
新
規

申
し
込
み
の
方
を
優
先

問
長
寿
課
高
齢
者
福
祉
担
当
（
☎

６５
・
２
１
２
１
）

対
言
語
聴
覚
士
の
資
格
を
有
し
、

子
ど
も
支
援
の
経
験
が
あ
る
方

定
１
人

形
態　
業
務
委
託
契
約

業
務
開
始
日　
４
月
１
日

作
業
時
間　
1
日
６
時
間
、
月
８

日
　
※
時
間
・
日
数
は
相
談
に
応
じ

　
ま
す
。

作
業
場
所　
白
ば
ら
園

選
考
方
法　
面
接

面
接
日　
随
時

面
接
場
所　
白
ば
ら
園

持
履
歴
書
、
資
格
証
明
書
の
写
し
、

健
康
診
断
書

申
問
電
話
で
連
絡
の
上
、
３
月
３０

日
㈮
ま
で
に
、
提
出
書
類
を
直

接
白
ば
ら
園
（
☎
５２
・
１
６
５

３
）
へ
。
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
。

他
委
託
料
な
ど
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
４
月
1
日
か
ら
、
高
齢
者
向
け

の
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
す
る
た

め
、
配
食
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
次
の
①
～
⑥
の
要
件
を
全
て
満

た
す
業
者

①
昼
食
と
夕
食
を
毎
日
配
達
で

き
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
週
１
～
７
回
ま
で
配
食

回
数
を
対
応
で
き
る

②
ま
と
め
て
配
達
せ
ず
に
、
毎

食
そ
の
都
度
配
達
で
き
る

③
利
用
者
に
直
接
手
渡
し
、
安

否
確
認
を
す
る
際
に
受
領
印

ま
た
は
サ
イ
ン
を
受
け
取
れ

る
④
手
渡
し
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、
原
則
当
日
中
に
再
配
達

で
き
る

⑤
事
前
に
利
用
者
の
緊
急
連
絡

先
を
確
認
し
、
必
要
な
場
合

に
連
絡
を
取
る
な
ど
適
切
に

対
応
で
き
る

⑥
市
全
域
ま
た
は
旧
西
尾
地
区
、

一
色
地
区（
佐
久
島
を
除
く
）、

吉
良
地
区
、
幡
豆
地
区
の
い

ず
れ
か
全
域
、
も
し
く
は
そ

れ
以
上
の
区
域
に
配
達
で
き

る

申
問
２
月
２８
日
㈬
ま
で
に
、
直
接

長
寿
課
高
齢
者
福
祉
担
当
（
☎

６５
・
２
１
２
１
）
へ
。

他
①
契
約
業
者
の
中
か
ら
、
利
用

　
者
が
月
単
位
で
業
者
と
メ
ニ

　
ュ
ー
を
選
び
ま
す
。

　
②
業
者
は
弁
当
の
価
格
を
自
ら

　
設
定
し
、
市
の
助
成
金
を
引

　
い
た
残
り
の
金
額
を
利
用
者

　
か
ら
徴
収
し
ま
す
。

　
③
助
成
金
は
月
単
位
で
支
払
い

　
ま
す
。

お 知 ら せ Information

高
齢
者
向
け
配
食
業
者

　広報にしおへ掲載する有料広告を
募集しています。詳しくは、秘書課
広報担当または市指定広告代理店（㈱
エムアイシーグループ／☎56・5111）
にある「広告申込の手引き」をご覧
ください。市ホームページでダウン
ロードもできます。

秘書課広報担当（☎65・2159）問

広報にしおへ掲載する有料広告を

広告募集中！同報無線の放送を
聞き逃してしまったら

　次の番号で聞くこ
とができます。通話
料は無料です。
☎0120・96・8111
問危機管理課防災担当（☎６５・２１３８）

献血にご協力を

月の献血

福祉課社会福祉担当 (☎65・2114）問

午前９時30分～午後０時
30 分…ＪＡ西三河事務セ
ンター

１日㈭

　より安全な血液を確保するため、医師
が献血の適否を決定します。献血ができ
ない場合もあります。

３

募　

集

募　

集

白
ば
ら
園
の
言
語
聴
覚
士

第
１
弾
健
康
づ
く
り
教
室

保　

健

保　

健

一
般
不
妊
治
療
費
助
成
の

申
請
は
３
月
ま
で
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対
５９
歳
以
下
の
方
（
３０
年
４
月
1

日
現
在
）

定
２
人

採
用
予
定
日　
４
月
１
日

勤
務
日
時　
日
曜
日
、
祝
日
、
１２

月
２９
日
～
１
月
３
日　
午
前
８

時
３０
分
～
午
後
５
時
３０
分

勤
務
場
所　
西
尾
市
休
日
診
療
所

（
熊
味
町
）

業
務
内
容　
受
け
付
け
、
医
科
ま

た
は
歯
科
の
診
療
報
酬
請
求
事

務
な
ど

賃
金　
時
給
１
２
５
６
円

　
※
通
勤
費
は
別
途
支
給

選
考
方
法　
書
類
審
査
、
面
接

　
※
面
接
日
時
は
後
日
連
絡

面
接
場
所　
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ

ー
持
履
歴
書
（
３
か
月
以
内
に
撮
影

し
た
写
真
を
貼
付
）

申
２
月
２８
日
㈬
ま
で
に
、
提
出
書

類
を
直
接
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
。

問
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
５７

・
０
６
６
１
）、
吉
良
保
健
セ

ン
タ
ー
（
☎
３２
・
３
０
０
１
）

　
市
消
防
署
で
は
、
現
在
「
メ
ー

ル
１
１
９
番
通
報
」
を
運
用
し
て

い
ま
す
。
電
話
な
ど
に
よ
る
１
１

９
番
通
報
が
困
難
な
方
は
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
救
急
車
や
消
防
車
を
要
請

で
き
ま
す
。
メ
ー
ル
１
１
９
番
通

報
を
利
用
す
る
に
は
、
事
前
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

対
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
、
在
学

で
、
聴
覚
や
言
語
機
能
に
障
害

が
あ
る
方

申
申
込
書
を
直
接
各
消
防
署
（
分

署
・
出
張
所
を
含
む
）
ま
た
は

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
で
市
消
防
署

本
署
（
〒
４
４
５

－

０
８
７
２

矢
曽
根
町
赤
地
２３

－

１
／
ＦＡＸ
５７

・
１
７
１
７
）
へ
。
申
込
書
は

各
消
防
署
に
用
意
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
。

他
登
録
後
、
消
防
署
か
ら
完
了
の

お
知
ら
せ
と
メ
ー
ル
１
１
９
番

通
報
専
用
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
緊
急
時
に
す
ぐ
通
報
で
き

る
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
携
帯
電

話
な
ど
の
ア
ド
レ
ス
帳
に
登
録

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

問
市
消
防
署
本
署
通
信
指
令
担
当

（
☎
５６
・
２
１
１
０
／
ＦＡＸ
５７
・

１
７
１
７
／
死shobo@

city.
nishio.lg.jp

）

対
市
内
の
小
・
中
学
校
と
西
尾
高

校
、
西
尾
東
高
校
、
吉
良
高
校

の
体
育
施
設

時
３
月
１
日
㈭
午
前
９
時
か
ら
、

　
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

場
▼
西
尾
地
区
…
総
合
体
育
館　

▼
一
色
地
区
…
一
色
Ｂ
＆
Ｇ
海

　
洋
セ
ン
タ
ー

　
▼
吉
良
地
区
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
公
園

　
▼
幡
豆
地
区
…
幡
豆
公
民
館

持
利
用
登
録
申
請
書
、
団
体
員
名

簿
、
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
加
入

証
明
書
類

他
利
用
登
録
申
請
書
、
団
体
員
名

簿
は
各
施
設
に
用
意
。
３０
年
度

４
月
・
５
月
の
体
育
施
設
の
利

用
申
し
込
み
は
、
３
月
１０
日
㈯

か
ら
開
始
し
ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
課
振
興
担
当
（
☎
５４

・
０
０
０
２
／
総
合
体
育
館
内
）

対
３１
年
３
月
に
大
学
・
短
大
・
専

門
学
校
を
卒
業
予
定
ま
た
は
卒

業
後
３
年
以
内
の
方
、
４４
歳
以

下
の
求
職
者

時
３
月
１５
日
㈭　
午
前
１０
時
～
午

後
４
時

場
岡
崎
中
央
総
合
公
園
体
育
館
・

武
道
館
（
岡
崎
市
高
隆
寺
町
）

参
加
予
定
企
業　
３
２
０
社

￥
無
料

他
①
名
鉄
東
岡
崎
駅
と
Ｊ
Ｒ
岡
崎

駅
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

運
行　
②
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
、
身
だ
し
な
み
チ
ェ
ッ

ク
を
同
時
開
催

問
市
雇
用
推
進
協
議
会
（
☎
６５
・

２
１
６
８
／
商
工
観
光
課
内
）

対対象・応募資格　時日時・期間　場場所　内内容　定定員・募集人数
￥費用　講講師　持持ち物・提出書類　申申込・申請　他その他　問問合先

■中小企業の無料省エネ診断
対中小企業、または年間のエネルギー使用料が原則と
して１００キロリットル以上１,５００キロリットル未満の工
場・ビルなど内中小企業の工場やビルに専門家を派遣。
節電のための具体的なアドバイスを行います。￥無料
他国の補助事業です。問一般財団法人省エネルギーセ
ンター東海支部（☎０５２・２３２・２２１６／名古屋市中区）

■３0年度予備自衛官補を募集
対▶一般…１８歳以上３３歳以下の自衛官未経験者▶技能
…１８歳以上で国家資格などを有する自衛官未経験者
（保有する技能に応じ年齢上限が異なります）内普段は
社会人や学生であっても、いざという時に自衛官とし
て社会に貢献できる予備自衛官補を募集します。申問
４月６日㈮までに、自衛隊岡崎出張所（☎０５６４・５８・
００９５／岡崎合同庁舎６階／岡崎市羽根町）へ。

情 報 通 信

そ
の
他

そ
の
他

３０
年
度
学
校
体
育
施
設
ス
ポ
ー

ツ
開
放
利
用
登
録
の
受
け
付
け

西
三
河
地
区

合
同
企
業
説
明
会

消
防･

防
災

消
防･

防
災

メ
ー
ル
１
１
９
番
通
報

その１１９番、本当に緊急ですか？
最近、軽いけがや病気
でも救急車を利用する
ケースが非常に多くな
っています。救急車が
最寄りの消防署にいな
い場合は遠くの消防署から出動するため、救急車の到
着が遅れ、救える命が救えなくなることもあります。
問市消防署本署救急担当（☎５６・２１１０）

緊急？
緊急
ではない？

西
尾
市
休
日
診
療
所
の

事
務
員
（
臨
時
職
員
）
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お 知 ら せ Information

ふれあいセンターフェスティバル

時３月３日㈯　午前９時～午後８時３０分
４日㈰　午前９時～午後３時

内▶３日㈯…作品展（センター利用団体、鶴城小学
校、鶴城幼稚園、鶴城校区老人クラブ女性部）、
実技発表（センター利用団体、鶴城小学校ブラ
スバンド部・コーラス部、鶴城中学校吹奏楽部
・コーラス部／午前９時３０分～午後３時）、お
しるこ・団子の販売（午前９時３０分）、将棋祭り

　　（午後１時～３時／自由対局）
　▶４日㈰…作品展、実技発表（センター利用団体、
ＪＪバンド／午前１０時～午後２時３０分）、お茶
会（午前１０時～午後３時／茶券２００円／先着２００
人）、ブラジル料理の販売（午前１０時）、鉢物と
農産物の販売（鶴城丘高校／午後２時３０分販売
開始／午後０時３０分から整理券配布）など

他茶券は同センターで事前に購入できます。月曜日
を除く。

鶴城ふれあいセンター 問☎５４・６５６５

時３月３日㈯　午前１０時～午後４時
　３月４日㈰　午前１０時～午後３時
内▶両日…作品展（センター利用者）、バザー（シフ
ォンケーキ・袋物・手作り作品など）、バルー
ンで遊ぼう（午前１０時～正午）、似顔絵の実演
（午前１０時～正午／各日先着１０人）、 中国結びコ
ーナー、西尾小学校ユネスコスクール４年生の
パネル展示「水と共に生きる命」

　▶３日㈯…西尾小学校ユネスコスクール５年生の
活動発表（①午前１０時②午前１１時３０分）

　▶４日㈰…実技発表（センター利用団体などによ
るフラダンス、オカリナ、舞踊、合唱、語りべ
など／午前１０時～午後１時３０分）、抹茶コーナ
ー（午前１０時～正午／和菓子付き／先着１００人）

●家庭教育講演会「みんな笑顔！　今日から役立つ
　楽しいメンタルヘルス」
対どなたでも
時３月３日㈯　午後１時３０分～３時
定１００人（先着）
￥無料
講魅

み ら く る

RAKU流代表　稲垣利香氏

中央ふれあいセンター 問☎５６・７７２２

　全国では、火災が年間４万件発生しています。住
宅火災はその内約３割、火災死者数の７割を占めて
います。
期間　３月１日㈭～７日㈬
●住宅火災を知らせる警報器の交換時期は？
　住宅用火災警報器は一般的に電池で動きます。火
災を感知するために常に作動し、寿命は約10年。い
ざという時に警報器が適切に作動する
よう、火災予防運動の時期などに定期
的に動作確認し、必要であれば交換し
てください。
●市消防本部の主な行事
①幼年消防クラブ員の防火パレードや、商業施設で
　の啓発品の配布
②横断幕・のぼり旗の設置による予防啓発活動
③市内保育園と幼稚園での防火講話
④防火対象物への立ち入り検査

春の火災予防運動を実施します

問市消防本部予防課予防査察担当（☎５６・２１４３）

住宅防火　命を守る７つのポイント
対策
・住宅用火災警報器を設置する
・寝具・衣類・カーテンは防炎品を使用する
・住宅用消火器を設置する
・お年寄りなどを守るため、近所で協力体制を作る
習慣
・寝たばこは絶対しない
・ストーブは燃えやすい物から離す
・ガスこんろなどから離れるときは、必ず火を消す
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対対象・応募資格　時日時・期間　場場所　内内容　定定員・募集人数
￥費用　講講師　持持ち物・提出書類　申申込・申請　他その他　問問合先

問環境保全課環境保全担当（☎３４・８１１１／クリーンセンター内）

西三河南部生態系ネットワーク協議会
生態系の保護に取り組む

２２年１０月、「いのちの共
生を未来に」をテーマに
生物多様性条約第１０回締

約国会議（C
コ ッ プ テ ン

OP１０）が名古屋市で開催されました。
今後１０年間に生物多様性の保全と持続可能な利用
を進めるための世界目標「戦略計画２０１１-２０２０（愛
知目標）」が採択され、「生物多様性の損失を止める
ための具体的な行動の実施」に向けて、５つの戦
略目標と２０の個別目標が策定されました。
COP１０での目標に対し、行政や企業、市民が共
通の認識を持って活動できるよう、県内の９地域
で協議会が立ち上げられました。西尾市は碧南市
・高浜市のほか、３つの大学、６つのNPO、１５
の企業と共に、「西三河南部生態系ネットワーク協
議会」を２８年２月に設立しました。
３市に共通する特徴は「淡水・汽水性のシギ・

チドリ類が多く飛来する」「一色干潟をはじめ干潟
が数多く分布している」「サシバなどの猛

もう

禽
きん

類の繁
殖地や渡り鳥のコースがある」「臨海部の埋立地を
生き物たちが利用している」こと。協議会では、
この多様な自然環境を守ろうと、次の活動を行っ
てきました。

厄介な外来種などが侵入しないように活動して
いる区域が、何もしていない区域と隣り合わせの
場合、いくら阻止しようとしても外来種は侵入し
てしまいます。しかし、地域が連携して取り組め
ば、自然の在り方などに対し、共通の認識を持っ
て活動できます。
今後もどなたでも参加できる
講習会や体験活動を進めていき
ます。詳しい内容が決まり次第、
広報にしおでお知らせします。
右のＱＲコードから、協議会ホ
ームページでも確認できます。

●植物観察　春の里山のにおいを楽しもう
時３月１８日㈰　午前９時３０分～午後３時
集合場所　ネイチャーセンター
内春の野草を観察しながら、万灯山までハイキン
グします。

定３０人（先着）
￥無料
講高須桂子氏
持歩ける服装、
帽子、弁当、
水筒

申問３月４日㈰
～１７日㈯の午前８時３０分から、直接または電話
でいきものふれあいの里（☎５２・０２６６）へ。月
曜日を除く。

他小学生以下は保護者同伴

　東海大学海洋学部と豊橋技術科学大学、人間環境
大学の研究者で構成する「三河フィールドコンソー
シアム」が、西尾市沿岸などで実施した研究の成果を
紹介。三河湾の自然と人々の関係について考えます。
時３月１１日㈰　午前１０時～午後０時４０分
　※午前９時４５分開場
場幡豆公民館
内①特別講演「三河湾の里海文化」…愛知大学地域政
策学部教授　印南敏秀氏

　②干潟での実習授業、その５年間の結果
　③アマモ場の多様な生態系機能
　④干潟の地形とその変化を測る
定１００人（先着）
他事前申し込みは不要
問東海大学海洋学部（☎０５４・３３４・０４１１／静岡市清
水区）、環境保全課環境保全担当（☎３４・８１１１／ク
リーンセンター内）

①外来種の駆除　
②ビオトープ学習会
③カメわなの設置・撤去講習会
④海岸清掃、磯の生き物観察、里山保全体験

左／生き物調査
上／オオキンケイギ

クの駆除

いきものふれあいの里の催しいきものふれあいの里の催し 三河フィールド
コンソーシアム 市民セミナー 参加

無料

万灯山からの眺望

環境の
とびら

１０

Door to the environment
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以
前
の
一
般
質
問
で
は
、
中
学
生
の
学

習
支
援
を
前
向
き
に
検
討
す
る
と
の
答
弁
だ

っ
た
が
、
ど
う
検
討
し
た
か
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
で
定
め
る
子

ど
も
の
学
習
支
援
事
業
を
、
平
成

年
度
中

３０

に
実
施
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

毎
週
１
回
３
時
間
程
度
で
、
教
員
Ｏ
Ｂ
に
よ

る
学
習
指
導
を
考
え
て
い
る
。
事
業
実
施
は

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
委
託
を
予
定

し
て
い
る
。

愛
知
教
育
大
学
と
西
尾
市
は
相
互
連
携

協
定
を
結
ん
だ
が
、
中
学
生
の
学
習
支
援
に

協
力
し
て
も
ら
う
こ
と
を
考
え
な
い
か
。

中
学
生
の
個
別
の
学
習
支
援
に
つ
い
て

は
、
本
協
定
の
趣
旨
と
異
な
る
が
、
学
生
の

募
集
に
関
し
て
は
、
関
係
課
か
ら
の
依
頼
が

あ
れ
ば
協
力
し
て
い
く
。

労
働
時
間
の
適
正
管
理
に
つ
い
て
見
直

す
と
の
事
だ
っ
た
が
、
進
捗
状
況
と
効
果
は

ど
の
よ
う
か
。

本
年
４
月
か
ら
庶
務
管
理
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
た
こ
と
で
、
勤
務
時
間
と
出
退
勤
時

間
と
の
乖
離
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

か
い
り

時
間
外
勤
務
時
間
の
積
算
や
集
計
誤
り
な
ど

の
事
務
ミ
ス
が
改
善
さ
れ
た
。

男
性
が
育
児
や
介
護
な
ど
の
家
庭
的
責

任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
働
き
方

改
革
に
つ
い
て
、
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

休
暇
等
の
制
度
を
周
知
す
る
た
め
、
本

年
４
月
『
育
児
の
た
め
の
両
立
支
援
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
』
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
人
事
担
当

に
相
談
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
制
度
の
内
容

を
詳
し
く
説
明
し
て
不
安
を
取
り
除
い
た
り
、

休
暇
取
得
を
希
望
す
る
職
員
の
所
属
す
る
管

理
職
に
対
し
、
休
暇
取
得
に
向
け
た
職
場
環

境
の
整
備
を
促
す
な
ど
、
働
き
方
改
革
に
向

け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

障
害
者
歯
科
診
療
所
に
つ
い
て
は
、
設

立
協
議
会
を
立
ち
上
げ
検
討
中
で
あ
る
と
思

う
が
、
検
討
の
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

こ
れ
ま
で
、
３
回
の
協
議
会
、
９
回
の

作
業
部
会
を
開
催
し
、
障
害
者
の
ご
家
族
や

歯
科
医
師
の
意
見
を
踏
ま
え
た
診
療
所
を
検

討
し
た
。
現
在
は
、
実
施
設
計
を
委
託
中
で
、

月
中
旬
に
完
成
の
予
定
で
あ
る
。

１２

西
尾
市
へ
の
特
別
支
援
学
校
誘
致
も
決

ま
り
、
障
害
者
歯
科
診
療
所
に
対
す
る
需
要

は
高
ま
る
も
の
と
推
察
で
き
る
。
市
と
し
て

の
認
識
は
ど
の
よ
う
か
。

こ
れ
ま
で
他
市
の
障
害
者
歯
科
診
療
所

で
治
療
し
て
い
た
方
た
ち
は
、
移
動
に
よ
る

本
人
や
家
族
の
負
担
が
減
る
と
認
識
し
て
い

る
。
ま
た
、
遠
方
で
行
け
な
か
っ
た
方
も
近

く
で
の
治
療
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

12

市
民
ク
ラ
ブ

本
郷

照
代

■問●答
中
学
生
の
学
習
支
援
を

１２月定例会 人事案件、補正予算などを審議
１２月定例会を１２月１日から１２月２１日まで２１日間の会期で開催し、人事案件、補正予算など議案
３０件及び陳情４件を審議しました。
●１２月４日、５日、６日に１６人の議員が市政について一般質問を行いました。

■問●答

障
害
者
歯
科
診
療
所
設
置
は

■問●答

■問●答■問●答■問●答

市
役
所
も
働
き
方
改
革
を

（講師（講師））
福知山公立大福知山公立大学学
副学長 富野暉一郎副学長 富野暉一郎 氏氏

「「「「「「「「「「「「「「「「議議議議議議議議議議議議議議議議員員員員員員員員員員員員員員員員力力力力力力力力力力力力力力力力ととととととととととととととととはははははははははははははははは～～～～～～～～～～～～～～～～問問問問問問問問問問問問問問問問わわわわわわわわわわわわわわわわれれれれれれれれれれれれれれれれるるるるるるるるるるるるるるるる政政政政政政政政政政政政政政政政策策策策策策策策策策策策策策策策力力力力力力力力力力力力力力力力～～～～～～～～～～～～～～～～「議員力とは～問われる政策力～」」」」」」」」」」」」」」」」」

11111111111111111月月月月月月月月月月月月月月月月月 1111111111111111666666666666666616日日日日日日日日日日日日日日日日にににににににににににににににに議議議議議議議議議議議議議議議議員員員員員員員員員員員員員員員員研研研研研研研研研研研研研研研研修修修修修修修修修修修修修修修修会会会会会会会会会会会会会会会会をををををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催ししししししししししししししししままままままままままままままままししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたた日に議員研修会を開催しました！！！！！！！！！！！！！！！！！
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Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で
は
下
請
企
業
が
不
当
な

安
値
で
受
注
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
市

と
し
て
調
査
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
調
査
方
法
も
含
め
て

検
討
し
て
み
た
い
。

昨
年
６
月
の
契
約
締
結
以
降
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ

（
株
）
エ
リ
ア
プ
ラ
ン
と
覚
書
な
ど
契
約
書

お
ぼ
え
が
き

に
準
じ
た
文
書
を
交
わ
し
て
い
る
か
。

サ
ー
ビ
ス
対
価
の
減
額
及
び
改
善
要
求

等
の
実
施
に
係
る
覚
書
（
Ｓ
Ｐ
Ｃ
が
業
務
を

お
ぼ
え
が
き

満
た
し
て
い
な
い
と
市
が
判
断
し
た
場
合
の

具
体
的
な
罰
則
を
整
理
し
た
も
の
）、特
定
事

業
契
約
書
に
付
随
す
る
覚
書
（
契
約
の
内
容

お
ぼ
え
が
き

を
明
確
化
し
解
釈
を
補
う
も
の
）
な
ど
３
件

を
締
結
し
た
。

そ
れ
ら
は
、
他
市
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
は
全
て

本
契
約
に
含
ま
れ
て
い
る
内
容
で
あ
る
の
に

議
会
に
は
全
く
報
告
も
さ
れ
て
い
な
い
。
議

会
軽
視
も
甚
だ
し
い
。
本
来
、
議
決
を
受
け

る
べ
き
内
容
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

議
決
を
と
る
べ
き
だ
っ
た
と
考
え
る
。

Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
積
算
根
拠
を
入
手
し
て
Ｖ
Ｆ

Ｍ
（
費
用
節
減
と
効
果
の
比
較
・
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
）
を
検
証
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な

枝
条
架
併
設
の

し

じ
ょ
う

か

流
下
式
塩
田
を
つ
く

り
ゅ
う

か

し
き

る
考
え
は
な
い
か
。
塩
の
製
造
販
売
を
行
う

た
め
、
指
定
管
理
者
制
度
を
取
り
入
れ
弾
力

的
な
運
営
を
行
う
べ
き
で
な
い
か
。

産
業
部
の
協
力
に
よ
り
、
塩
田
体
験
館

に
て
観
光
・
産
業
振
興
策
を
講
じ
て
い
く
こ

と
は
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
に
よ
り
物
販
等
の
商
業
要
素
へ
の

拡
大
を
図
る
こ
と
は
、
有
効
な
運
営
方
法
と

考
え
て
お
り
、
今
後
検
討
す
る
。

「
文
化
観
光
課
」
を
立
ち
上
げ
、「
観
光

の
ま
ち
西
尾
市
」
を
目
指
さ
な
い
か
。

市
内
に
数
多
く
あ
る
歴
史
的
な
史
跡
や

観
光
名
所
を
総
合
的
に
観
光
資
源
と
し
て
利

活
用
で
き
る
よ
う
、
関
係
部
局
と
連
携
体
制

を
強
化
し
、
豊
富
な
観
光
資
源
を
活
か
し
た

観
光
プ
ラ
ン
づ
く
り
に
努
め
、
何
度
も
訪
れ

て
み
た
く
な
る
「
観
光
の
ま
ち
西
尾
市
」
を

目
指
す
。

「
避
難
準
備・高
齢
者
等
避
難
開
始
」
発

令
時
は
、
自
主
防
災
会
長
、
町
内
会
長
等
は

ど
の
よ
う
に
行
動
す
べ
き
か
。

「
避
難
準
備・高
齢
者
等
避
難
開
始
」
は
、

西
尾
市
避
難
勧
告
等
の
判
断
・
伝
達
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
基
づ
き
発
令
さ
れ
、
避
難
に
時
間
の

か
か
る
要
配
慮
者
と
そ
の
支
援
者
に
対
し
、

立
ち
退
き
避
難
を
求
め
る
情
報
と
し
て
市
民

の
皆
さ
ん
に
周
知
す
る
も
の
で
あ
る
。

自
主
防
災
会
長
は
、
自
主
防
災
会
の
役
員

や
町
内
会
長
、
民
生
委
員
等
と
協
力
し
、
避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
登
録
者
に
連
絡
す

る
な
ど
、
要
配
慮
者
へ
の
情
報
提
供
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

災
害
時
の
避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の
支

援
に
つ
い
て
、
自
主
防
災
会
長
は
ど
の
よ
う

に
対
応
す
べ
き
か
。

自
主
防
災
会
長
は
、
要
配
慮
者
へ
の
情

報
提
供
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

避
難
対
象
者
が
取
る
べ
き
行
動
に
つ
い
て

は
、
災
害
種
別
や
発
令
情
報
に
よ
り
異
な
る

の
で
、
西
尾
市
避
難
勧
告
等
の
判
断
・
伝
達

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

標
高
表
示
板
を
信
号
機
付
近
な
ど
の
見

や
す
い
場
所
に
あ
る
電
柱
に
設
置
で
き
な
い
か
。

手
続
き
を
行
え
ば
可
能
。
町
内
会
か
ら

要
望
が
あ
れ
ば
標
高
表
示
板
を
お
渡
し
す
る
。

吉
良
保
健
セ
ン
タ
ー
の
利
用
に
つ
い
て
、

保
健
・
福
祉
の
目
的
以
外
の
生
涯
学
習
活
動

等
を
行
う
団
体
や
個
人
な
ど
に
も
幅
広
く
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
な
い
か
。

施
設
の
建
設
費
補
助
金
の
一
部
返
還
、

所
管
替
え
、
条
例
・
規
則
改
正
な
ど
多
く
の

問
題
が
考
え
ら
れ
る
が
、
必
要
性
を
含
め
関

係
部
課
と
協
議
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

い
か
。
特
に
吉
良
支
所
に
つ
い
て
は
建
設
中

で
あ
り
、
す
ぐ
に
も
行
え
る
の
で
は
な
い
か
。

業
者
提
案
を
代
替
案
と
し
て
採
用
し
て

い
る
た
め
、
市
の
積
算
と
は
同
じ
土
俵
で
は

比
較
で
き
な
い
の
が
実
情
。
吉
良
支
所
は
資

料
を
見
て
、
で
き
る
検
証
を
し
て
い
き
た
い
。

説
明
会
で
は
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
・
風
呂

は
い
ら
な
い
と
の
意
見
が
多
数
あ
っ
た
が
、

市
長
は
、
こ
れ
を
ど
う
思
っ
た
の
か
。

税
金
を
使
う
以
上
、
住
民
が
求
め
て
い

な
い
サ
ー
ビ
ス
ま
で
つ
け
る
必
要
は
な
い
と

の
意
見
。
何
と
か
見
直
し
を
し
て
い
き
た
い
。

代
替
案
の
施
設
は
み
な
建
設
費
用
が
市

の
積
算
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
是
非
を

検
証
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

今
後
、
検
証
さ
れ
て
い
く
と
考
え
る
。

１
６
０
施
設
の
管
理
で
は
、
サ
ン
エ
イ

と
辻
村
工
業
か
ら
下
請
企
業
へ
の
発
注
状
況
、

維
持
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
ど
の
よ
う
か
。

社
の
中
、
昨
年
度
か
ら
変
更
が
な
い

８２

の
は

社
で
新
規
は
６
社
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

７６

ま
だ
出
来
て
い
な
い
。

Ｓ
Ｐ
Ｃ
は
工
事
中
止
の
追
加
費
用
に
つ

い
て
、
自
ら
の
記
者
会
見
で
は
詳
し
い
内
容

金
額
を
発
表
し
て
お
き
な
が
ら
、
市
へ
の
請

求
は
総
額
の
み
と
い
う
不
誠
実
な
態
度
で
あ

る
。
詳
細
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

詳
し
い
請
求
内
訳
を
求
め
精
査
す
る
。

し
っ
か
り
方
針
を
定
め
弁
護
団
と
意
思
疎
通

を
図
り
な
が
ら
今
後
の
交
渉
に
臨
ん
で
い
く
。
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検
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導
入
が
必
要
と
考
え
る
が
、
本
市
の
考
え
方

は
ど
の
よ
う
か
。

見
守
り
タ
グ
ア
プ
リ
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
な

ど
の
機
器
は
、
日
進
月
歩
で
性
能
が
良
く
な

っ
て
い
る
の
で
、
他
の
自
治
体
の
導
入
状
況

な
ど
を
注
視
し
、
地
域
へ
の
受
け
入
れ
や
す

さ
や
費
用
対
効
果
を
重
視
し
な
が
ら
調
査
研

究
を
し
て
い
く
。

公
正
競
争
・
公
正
労
働
の
観
点
か
ら
も

「
公
契
約
条
例
」
の
制
定
が
必
要
と
考
え
る

が
、
本
市
の
考
え
方
は
ど
の
よ
う
か
。

作
業
報
酬
下
限
額
の
導
入
な
ど
、
条
例

の
制
定
に
は
企
業
収
益
に
大
き
く
影
響
す
る

こ
と
か
ら
、
各
業
界
へ
の
周
知
同
意
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

平
成

年
度
末
を
め
ど
に
西
尾
市
に
合
っ

３１

た
適
切
な
公
契
約
条
例
の
制
定
に
向
け
て
研

究
し
て
い
く
。

衆
議
院
選
挙
で
は

台
風
等
の
影
響
に
よ
り

期
日
前
投
票
所
に
長
蛇
の
列
が
で
き
、
有
権

者
か
ら
不
満
の
声
が
出
て
い
た
。
期
日
前
投

票
所
を
増
設
す
る
等
、
前
向
き
に
検
討
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
か
。

期
日
前
投
票
を
さ
れ
る
有
権
者
の
方
が

ふ
え
て
い
る
の
で
、
設
置
場
所
、
設
置
数
、

設
置
期
間
等
を
考
慮
し
、
最
小
の
経
費
で
最

大
の
効
果
が
得
ら
れ
る
場
所
へ
の
設
置
が
必

要
。
ま
ず
は
、
平
成

年
２
月
の
知
事
選
挙

３１

を
目
安
に
、
期
日
前
投
票
所
を
１
か
所
増
設

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
く
。

屋
内
で
は
防
災
無
線
の
放
送
が
聞
こ
え

に
く
い
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
者
の
多
い
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
等
、
無
料
通
信
ア
プ
リ
を
活
用
す
る
サ
ー

ビ
ス
の
導
入
は
効
果
的
と
考
え
る
が
、
ど
の

よ
う
か
。

現
在
実
施
し
て
い
る
防
災
行
政
無
線
更

新
事
業
に
お
い
て
、
防
災
行
政
無
線
の
放
送

内
容
を
確
認
す
る
た
め
の
防
災
ア
プ
リ
や
、

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。
防
災
ア
プ
リ
に
つ
い
て
は
、
平

成

年
度
に
内
容
を
検
討
し
、
平
成

年
度

３０

３１

の
運
用
開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

大
規
模
災
害
発
生
後
、
外
部
か
ら
の
応

援
を
円
滑
に
受
け
入
れ
る
た
め
の
「
市
受
援

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
策
定
を
す
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
本
市
の
考
え
方
は
ど
の
よ
う
か
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
お
い
て
甚
大
な
被

害
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い
か
に

早
く
外
部
に
対
し
て
支
援
要
請
が
で
き
る
か

が
重
要
。
で
き
る
限
り
早
い
時
期
の
策
定
を

目
指
し
、
時
期
に
つ
い
て
は
平
成

年
度
末

３１

ご
ろ
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

高
齢
者
を
見
守
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
や
、
見
守
り
タ
グ
ア
プ
リ
等
の

ふ
れ
ん
ど
バ
ス
、
名
鉄
東
部
交
通
バ
ス

と
の
連
携
は
ど
の
よ
う
か
。
ま
た
、
今
後
の

改
善
点
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

い
っ
ち
ゃ
ん
バ
ス
の
運
行
開
始
に
合
わ

せ
、
停
留
場
を
一
色
町
公
民
館
に
集
約
。
ま

た
、
西
尾
駅
及
び
西
尾
市
民
病
院
方
面
の
接

続
を
考
慮
し
て
ダ
イ
ヤ
の
調
整
を
行
い
、
乗

り
継
ぎ
の
利
便
性
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

今
後
、
一
色
学
び
の
館
等
の
工
事
完
了
を

待
ち
、
ベ
ン
チ
の
設
置
や
乗
り
継
ぎ
情
報
を

掲
載
し
た
案
内
看
板
の
設
置
な
ど
環
境
改
善

を
検
討
し
て
い
く
。

地
域
住
民
に
親
し
ま
れ
る
有
用
な
公
共

交
通
手
段
と
し
て
継
続
し
て
運
用
さ
れ
る
よ

う
、
地
区
公
共
交
通
協
議
会
で
の
検
討
、
協

議
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

今
後
も
定
期
的
に
開
催
し
、
利
用
促
進

策
の
検
討
と
共
に
利
用
状
況
等
の
分
析
、
ル

ー
ト
な
ど
の
改
善
を
行
っ
て
い
く
。

人
工
高
台
「
命
山
・
津
波
避
難
タ
ワ
ー
」

建
設
へ
の
期
待
が
大
き
い
。
建
設
へ
の
考
え

と
、
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う

か
。
ま
た
、
県
防
災
ヘ
リ
ポ
ー
ト
建
設
の
た

め
の
場
所
選
定
の
進
捗
は
ど
の
よ
う
か
。

命
山
・
津
波
避
難
タ
ワ
ー
建
設
に
つ
い

て
、
国
に
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
補

助
金
要
望
書
を
提
出
し
て
い
る
。
事
業
認
定

が
あ
り
、
財
源
の
確
保
が
で
き
次
第
、
順
次

進
め
て
い
く
。
防
災
ヘ
リ
ポ
ー
ト
建
設
に
つ

い
て
は
、
対
米
住
宅
跡
地
に
加
え
候
補
地
の

検
討
を
進
め
て
い
る
。

町
内
会
関
係
者
、
有
識
者
を
含
め
た

「（
仮
称
）
命
山
・
津
波
避
難
タ
ワ
ー
建
設

検
討
協
議
会
」
を
設
立
し
な
い
か
。

町
内
会
長
、
自
主
防
災
会
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

有
識
者
な
ど
を
中
心
と
し
た
組
織
を
検
討
し

て
い
く
。

協
議
会
の
運
営
方
針
、
時
期
は
ど
の
よ

う
か
。校

区
ご
と
の
設
置
を
目
標
と
し
、
地
区

の
皆
様
が
主
体
的
に
考
え
、
自
由
に
協
議
、

検
討
で
き
る
会
議
に
し
た
い
。
設
立
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
中
に
メ
ン
バ
ー
選
定
を
行
い
、

年
度
の
早
い
時
期
に
設
立
を
目
指
す
。

３０

次
年
度
の
ア
サ
リ
漁
業
復
興
事
業
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

今
年
度
同
様
、
漁
場
へ
の
ア
サ
リ
種
苗

放
流
、
藻
場
・
干
潟
の
環
境
整
備
の
実
施
、

有
害
生
物
の
捕
獲
駆
除
も
継
続
し
て
い
く
。

ま
た
、
地
先
漁
場
生
産
力
向
上
事
業
（
県
費

補
助
）
を
活
用
し
て
、
ア
サ
リ
増
殖
場
の
造

成
を
行
い
、
資
源
回
復
に
努
め
て
い
く
。
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多
忙
化
解
消
に
向
け
た
今
後
の
目
標
・

方
針
は
ど
の
よ
う
か
。

目
標
は
、
県
の
プ
ラ
ン
と
同
様
、
平
成

年
度
に
は
勤
務
時
間
以
外
の
在
校
時
間
が

３２月

時
間
を
超
過
し
て
い
る
教
員
の
割
合
ゼ

８０
ロ
％
を
目
指
し
て
い
く
。
部
活
動
運
営
指
針

の
徹
底
、
会
議
・
行
事
な
ど
の
精
選
と
内
容

の
見
直
し
な
ど
を
指
導
し
て
い
く
。

佐
久
島
地
区
の
対
応
に
つ
い
て
選
管
の

考
え
方
は
ど
の
よ
う
か
。

選
管
と
し
て
は
県
選
管
と
協
議
し
、
選

挙
人
の
投
票
の
機
会
を
で
き
る
限
り
確
保
す

る
と
と
も
に
、
投
票
箱
の
輸
送
手
段
を
複
数

確
保
す
る
こ
と
に
し
た
。

期
日
前
投
票
所
を
増
設
し
な
い
か
。

平
成

年
２
月
の
知
事
選
挙
を
目
安
に

３１

期
日
前
投
票
所
の
１
か
所
増
設
を
検
討
す
る
。

い
っ
し
き
市
民
交
流
広
場
（
仮
称
）
の

改
修
工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

一
色
町
公
民
館
、
一
色
学
び
の
館
に
つ

い
て
は
、
い
ず
れ
も
平
成

年
１
月
末
ま
で

３０

に
、
ま
た
、
一
色
健
康
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

旧
一
色
支
所
の
劣
化
度
調
査
の
結
果
と

市
営
住
宅
建
設
に
つ
い
て
、
市
民
の
意
見
は

ど
の
よ
う
か
。

地
元
町
内
会
や
意
見
交
換
会
で
も
「
支

所
は
残
し
て
活
用
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意

見
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
市
営
住
宅
を
建
設

し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
支
所
を
す

ぐ
に
取
り
壊
す
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

旧
一
色
支
所
に
つ
い
て
、
利
用
目
的
と
改
修

費
用
を
算
定
し
て
判
断
し
て
い
き
た
い
。

吉
良
支
所
棟
に
、
税
金
で
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
ク
ラ
ブ
を
つ
く
る
こ
と
に
反
対
の
声
は
大

き
い
。
や
め
る
方
向
で
考
え
て
い
る
か
。

当
然
、
市
民
の
声
を
聞
い
て
い
く
が
、

現
段
階
、
検
討
中
と
し
か
言
え
な
い
。

市
民
温
水
プ
ー
ル
を
寺
津
の
学
校
施
設

内
に
建
設
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
声
が
大
き

く
、
計
画
を
見
直
す
べ
き
だ
が
。

寺
津
学
区
の
町
内
会
長
か
ら
「
反
対
」

の
要
望
書
を
受
け
て
い
る
。
検
討
し
た
い
。

寺
津
市
民
温
水
プ
ー
ル
は
、
近
隣
の
学

校
プ
ー
ル
を
廃
止
す
る
こ
と
で
建
設
経
費
を

賄
う
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
保
護
者
の
反
対

の
声
も
大
き
い
。
計
画
を
見
直
さ
な
い
か
。

民
間
プ
ー
ル
を
利
用
す
る
こ
と
は
有
用

で
あ
り
、
説
明
し
て
い
き
た
い
。

市
長
は
「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
、
市
民
の
声
を
聞

い
て
こ
な
か
っ
た
た
め
、
市
民
の
要
望
し
て

い
な
い
施
設
が
で
き
て
し
ま
っ
た
。
そ
う
い

う
施
設
は
や
め
、
経
費
を
圧
縮
し
将
来
に
負

担
を
残
さ
な
い
」
と
主
張
し
て
き
た
が
、
そ

の
立
場
で
取
り
組
む
考
え
に
変
わ
り
な
い
か
。

そ
の
姿
勢
で
進
め
て
い
く
。

今
後
、
市
が
要
求
し
て
も
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
が

応
じ
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
民
意
を
大

事
に
す
る
と
の
姿
勢
を
貫
け
る
か
。

民
意
を
踏
ま
え
、
案
を
つ
く
り
交
渉
す

る
。
弁
護
士
と
よ
く
協
議
し
進
め
た
い
。

児
童
ク
ラ
ブ
保
育
料
に
つ
い
て
、
低
所

得
者
に
は
軽
減
で
き
る
よ
う
考
え
な
い
か
。

平
成

年
４
月
か
ら
、
生
活
保
護
世
帯

３０

に
は
無
料
と
し
て
い
き
た
い
。
生
活
保
護
世

帯
に
準
ず
る
低
所
得
者
へ
の
拡
大
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

市
長
は
、
保
育
料
・
授
業
料
を
軽
減
す

る
と
公
約
し
て
き
た
が
、
そ
の
内
容
は
。

年
度
か
ら
幼
稚
園
の
保
育
料
見
直
し

３０

（
引
き
下
げ
）
を
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

公
契
約
条
例
を
制
定
し
な
い
か
。

平
成

年
度
末
を
め
ど
に
制
定
で
き
る

３１

よ
う
研
究
し
て
い
き
た
い
。

は
、
年
内
に
工
事
が
終
わ
る
予
定
。

い
っ
し
き
市
民
交
流
広
場
（
仮
称
）
の

内
容
に
つ
い
て
は
、
市
民
に
説
明
を
す
る
の

か
。

で
き
る
だ
け
早
い
段
階
で
説
明
会
の
開

催
を
計
画
し
て
い
く
。

い
っ
し
き
市
民
交
流
広
場
（
仮
称
）
に

お
い
て
、
改
修
後
に
、
施
設
と
バ
ス
の
利
用

者
が
重
な
り
、
駐
輪
場
が
不
足
す
る
可
能
性

が
あ
る
が
対
策
は
ど
う
か
。

一
色
学
び
の
館
な
ど
の
施
設
利
用
再
開

後
の
利
用
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、
関
係
部

署
と
連
携
し
対
策
を
検
討
す
る
。

一
色
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
の
利
用
状
況
は
。

利
用
者
数
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る
。

一
色
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
の
今
後
の
予
定
は
。

寺
津
温
水
プ
ー
ル
の
見
直
し
の
状
況
に

よ
る
が
、
大
規
模
修
繕
を
要
す
る
事
態
に
な

ら
な
い
限
り
使
用
し
て
い
く
。

一
色
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
は
、
部
活
動
で
も

利
用
さ
れ
、
多
く
の
市
民
か
ら
も
必
要
と
さ

れ
て
い
る
。
い
っ
ち
ゃ
ん
バ
ス
も
走
り
始
め

て
、
各
方
面
か
ら
乗
り
継
い
で
来
ら
れ
る
。

将
来
的
な
学
校
プ
ー
ル
の
あ
り
方
、
公
的
不

動
産
の
有
効
活
用
な
ど
を
総
合
的
に
考
え
、

一
色
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
の
建
て
か
え
を
検
討
し

な
い
か
。

貴
重
な
ご
意
見
と
し
て
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
く
。
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９
月
議
会
で
、
命
山
の
建
設
は
高
額
に

な
る
た
め
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
建
設
も
視

野
に
検
討
と
の
回
答
だ
っ
た
が
、
両
者
の
事

業
費
を
ど
れ
く
ら
い
と
見
込
ん
で
い
る
か
。

袋
井
市
と
同
規
模
の
収
容
人
員
と
し
た

場
合
、
用
地
費
も
含
め
命
山
の
方
が
高
額
に

な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
命
山
は
普
段
は
公

園
や
広
場
と
し
て
活
用
で
き
る
が
、
タ
ワ
ー

は
、
日
頃
の
活
用
は
難
し
い
。

「
命
山
」の
造
成
に
は
、莫
大
な
量
の
土

砂
が
見
込
ま
れ
る
が
、
そ
の
確
保
に
県
有
地

で
あ
る
幡
豆
地
区
の
山
林
１
５
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
土
砂
の
活
用
を
考
え
な
い
か
。

県
の
意
向
を
確
認
し
て
可
能
で
あ
れ
ば

検
討
し
て
い
く
。

津
波
浸
水
地
域
の
市
民
や
町
内
会
、
事

業
所
な
ど
か
ら
「
命
山
」
を
つ
く
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
要
望
は
あ
る
か
。

市
民
か
ら
の
多
く
の
建
設
要
望
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

「
命
山
」の
造
成
事
業
に
対
す
る
国
の
補

助
の
概
要
は
。

造
成
に
活
用
で
き
る
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
の
概
要
は
、
実
施
設
計
費
及
び
工

予
防
接
種
で
得
た
免
疫
を
、
骨
髄
移
植

や
さ
い
帯
血
移
植
、
抗
が
ん
剤
治
療
な
ど
に

よ
り
失
い
、
再
接
種
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、

全
額
自
己
負
担
（

万
円
以
上
）
と
な
る
た

２０

め
費
用
の
助
成
を
し
な
い
か
。

定
期
の
予
防
接
種
を
受
け
た
後
に
抗
が

ん
剤
治
療
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
接
種
済
み

の
定
期
予
防
接
種
の
効
果
が
期
待
で
き
な
い

と
医
師
に
判
断
さ
れ
た
場
合
、
任
意
で
再
接

種
を
す
る
費
用
の
助
成
に
つ
い
て
、
平
成
３０

年
度
の
実
施
に
向
け
て
検
討
す
る
。

内
閣
府
の
避
難
所
の
良
好
な
生
活
環
境

の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
指
針
で
は
、
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
平
時
か
ら
避
難

所
の
運
営
責
任
予
定
者
を
対
象
と
し
た
研
修

や
地
域
住
民
も
参
加
す
る
訓
練
を
実
施
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
本
市
は
ど
の
よ
う
か
。

避
難
所
運
営
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う

校
区
自
主
防
災
会
連
絡
協
議
会
会
長
及
び
自

主
防
災
会
長
を
対
象
に
し
た
自
主
防
災
会
長

向
け
防
災
・
減
災
セ
ミ
ナ
ー
の
中
で
、
訓
練

を
し
て
い
る
。

災
害
時
の
女
性
や
子
ど
も
た
ち
を
守
る

た
め
に
、
ま
た
女
性
の
力
を
活
用
す
る
た
め

に
「
女
性
の
た
め
の
防
災
ブ
ッ
ク
」
を
作
成

し
な
い
か
。

女
性
の
防
災
意
識
の
向
上
が
、
各
家
庭

で
の
防
災
対
策
の
推
進
に
つ
な
が
る
。
そ
う

し
た
女
性
の
考
え
や
知
恵
な
ど
を
借
り
る
こ

と
は
大
変
大
事
で
あ
る
た
め
、
前
向
き
に
考

え
て
い
く
。

投
票
所
と
な
る
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
は
十
分
配
慮
さ
れ
て
い
る
か
。

主
に
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
や
小
学
校
の

体
育
館
な
ど
を
使
用
し
、
投
票
所
の
設
置
時

に
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
敷
設
や
簡
易
ス
ロ
ー
プ
の

設
置
な
ど
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
対
策
を
し

て
い
る
。

公
共
交
通
空
白
地
に
設
置
す
る
こ
と
を

大
前
提
に
、
ま
た
時
間
や
場
所
な
ど
、
市
民

の
意
見
と
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
と
捉
え
て
期

日
前
投
票
所
を
設
置
し
な
い
か
。

平
成

年
２
月
の
知
事
選
挙
を
目
安
に
、

３１

投
票
所
の
統
廃
合
と
共
に
市
内
全
域
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
、
設
置
場
所
、
設
置
数
、
設

置
時
間
等
を
考
慮
し
て
、
最
小
の
経
費
で
最

大
の
効
果
が
得
ら
れ
る
場
所
へ
の
期
日
前
投

票
所
の
増
設
を
検
討
す
る
。

抗
が
ん
剤
治
療
を
す
る
と
今
ま
で
に
獲

得
し
た
予
防
接
種
の
抗
体
が
な
く
な
っ
て
し

ま
う
が
、
任
意
の
再
接
種
に
対
す
る
要
望
を

把
握
し
て
い
る
か
。

把
握
し
て
い
る
が
、
現
状
で
は
定
期
接

種
と
し
て
再
度
接
種
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

事
費
を
補
助
対
象
と
し
、
交
付
率
は
２
分
の

１
で
あ
る
。

近
年
の
予
想
を
は
る
か
に
超
え
る
大
型

台
風
の
襲
来
や
記
録
的
な
大
雨
に
対
す
る
沿

岸
部
、
河
川
沿
い
の
低
地
の
排
水
対
策
は
。

主
に
市
街
化
区
域
の
排
水
施
設
の
整
備

を
行
っ
て
い
る
。
雨
水
計
画
の
見
直
し
の
た

め
雨
水
排
水
現
況
調
査
を
進
め
、
本
年
度
完

了
す
る
予
定
。
過
去
の
浸
水
や
緊
急
性
な
ど

を
加
味
し
て
雨
水
整
備
計
画
を
策
定
し
高
額

に
な
る
事
業
は
国
の
補
助
を
受
け
る
準
備
を

進
め
て
い
る
。
早
期
対
策
が
必
要
な
地
区
は

市
単
独
事
業
で
で
き
る
範
囲
で
進
め
て
い
く
。

山
間
部
に
あ
る
、
た
め
池
の
耐
震
化
や

大
雨
時
と
平
常
時
の
維
持
管
理
の
状
況
は
。

市
内

か
所
の
た
め
池
の
う
ち
、
下
流

７４

に
人
家
や
病
院
、
学
校
な
ど
の
重
要
な
公
共

施
設
の
あ
る
防
災
重
点
た
め
池
の

か
所
を

２９

最
優
先
に
愛
知
県
が
耐
震
調
査
を
行
っ
た
。

結
果
、

か
所
が
耐
震
不
足
と
判
定
さ
れ
た

１７

の
で
、
順
次
、
県
営
事
業
で
耐
震
対
策
の
改

修
を
し
て
い
く
。

台
風
や
大
雨
な
ど
の
自
然
災
害
で
市
民

の
生
命
や
財
産
に
被
害
が
発
生
し
た
場
合
の

支
援
策
は
。

災
害
見
舞
金
の
支
給
や
罹
災
証
明
の
発

行
、
毛
布
や
日
用
品
の
支
給
、
し
尿
く
み
取

り
手
数
料
の
減
免
な
ど
様
々
な
も
の
が
あ
る
。

町
内
会
長
に
対
し
、
具
体
的
な
支
援
内
容
を

ま
と
め
た
資
料
を
毎
年
配
付
し
て
い
る
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市
の
歳
出
削
減
や
町
内
会
長
の
負
担
軽

減
の
た
め
、
広
報
に
し
お
の
発
行
回
数
を
月

２
回
か
ら
１
回
に
見
直
さ
な
い
か
。

月
１
回
の
発
行
で
は
、
時
期
に
即
し
た

お
知
ら
せ
の
掲
載
が
難
し
く
な
り
、
１
回
当

た
り
の
ペ
ー
ジ
数
が
ふ
え
、
情
報
が
埋
も
れ

て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
月
２
回
の

発
行
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
市
政
に
関
す

る
情
報
発
信
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

活
用
な
ど
、
総
合
的
に
考
え
て
い
く
中
で
広

報
の
発
行
回
数
も
研
究
し
て
い
く
。

今
後
、
広
報
に
し
お
の
発
行
回
数
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

こ
れ
ま
で
月
２
回
の
発
行
を
堅
持
し
て

き
た
が
、
町
内
会
長
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

例
え
ば
民
間
事
業
者
等
へ
の
委
託
を
考
え
た

場
合
、
配
布
に
か
か
る
委
託
料
が
増
加
す
る

た
め
、
状
況
を
見
て
月
１
回
の
発
行
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。
発
行
回
数
を
変
更
す
る

際
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
市
民
の
意
向
を

確
認
し
て
い
き
た
い
。

戸
ケ
崎
の
新
荒
子
住
宅
跡
地
は
、
ど
の

よ
う
に
利
活
用
す
る
考
え
か
。

内
の
健
康
が
全
身
の
健
康
状
態
に
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
も
認
識
し
て
い
る
。

歯
科
検
診
受
診
者
増
加
の
た
め
に
、
今

後
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
く
か
。

歯
科
医
師
会
と
も
調
整
を
図
り
な
が
ら
、

か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
持
ち
、
受
診
行
動
に

結
び
つ
く
啓
発
な
ど
口
腔
内
環
境
の
向
上
に

努
め
て
い
き
た
い
。

建
設
に
至
っ
た
経
緯
は
ど
の
よ
う
か
。

昭
和

年
建
築
の
一
色
学
校
給
食
セ
ン

４３

タ
ー
が
老
朽
化
し
た
た
め
建
か
え
が
急
務
の

状
態
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
公
共
施
設
再
配
置

計
画
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
、
一
色
・
吉
良
・

幡
豆
の
各
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
統
廃
合
を

行
い
、
新
た
な
給
食
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る

も
の
。
建
設
予
定
地
は
、
用
地
の
早
期
取
得
、

防
災
面
、
用
地
整
備
の
効
率
性
、
道
路
事
情

な
ど
総
合
的
に
判
断
し
て
、
須
脇
町
地
内
を

選
定
し
た
。

給
食
の
提
供
方
法
に
つ
い
て
、
自
校
方

式
と
セ
ン
タ
ー
方
式
が
あ
る
が
、
今
後
、
市

の
方
針
と
し
て
一
元
化
を
考
え
て
い
く
の
か
。

教
育
委
員
会
の
方
針
と
し
て
、
当
面
は

２
つ
の
給
食
運
営
方
式
を
併
用
し
て
実
施
し

て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
平
成

年
度

３２

を
目
標
に
学
校
施
設
の
個
別
施
設
整
備
計
画

を
策
定
し
、
そ
の
際
に
は
費
用
対
効
果
も
踏

ま
え
て
方
式
を
検
討
し
て
い
く
。

西
尾
市
市
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
の
修

正
や
見
直
し
の
中
で
、
市
営
住
宅
ま
た
は
他

の
公
共
施
設
と
し
て
の
利
活
用
や
、
売
却
な

ど
幅
広
く
検
討
し
て
い
く
。

今
ま
で
に
廃
止
さ
れ
た
市
営
住
宅
跡
地

は
、
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か
。

主
に
は
、
都
市
公
園
、
ち
び
っ
こ
広
場
、

常
設
の
資
源
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の

利
活
用
や
、
売
却
等
を
進
め
て
い
る
。

西
尾
市
内
の
市
街
化
区
域
に
あ
る
市
有

地
の
利
活
用
は
ど
の
よ
う
か
。

市
有
地
の
中
で
、
行
政
目
的
を
持
た
な

い
「
普
通
財
産
」
で
単
独
利
用
可
能
な
土
地

は
、
一
般
競
争
入
札
に
よ
る
売
却
を
推
進
し
、

財
源
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

記
念
イ
ベ
ン
ト
の
概
要
は
ど
の
よ
う
か
。

西
尾
の
抹
茶
色
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
丸
型
郵

便
ポ
ス
ト
が
井
桁
屋
公

園
に
設
置
さ
れ
て
以
来

年
目
を
迎
え
る
。
当

１０時
の
関
係
者
の
方
々
に

よ
り
、「
丸
型
ポ
ス
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０

１
８
ｉ
ｎ
ふ
み
の
街
西
尾
」
と
い
う
実
行
委

員
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
平
成

年
３
月

３０

１７

日
・

日
の
両
日
、
全
国
各
地
か
ら
丸
型
郵

１８

便
ポ
ス
ト
の
関
係
者
や
愛
好
家
が
集
い
、
セ

レ
モ
ニ
ー
な
ど
が
開
催
さ
れ
る
。

職
員
提
案
の
実
績
は
ど
の
よ
う
か
。

過
去
３
年
間
の
実
績
で
、
平
成

年
度

２６

は
６
件
、

年
度
は
３
件
、

年
度
は

件

２７

２８

６９

の
提
案
が
あ
っ
た
。

年
度
が
突
出
し
て
い

２８

る
の
は
、西
尾
市
行
財
政
改
革
推
進
計
画（
第

５
次
実
行
計
画
）
の
策
定
に
当
た
り
特
別
に

行
革
に
関
す
る
提
案
を
募
集
し
た
た
め
。

制
度
の
充
実
に
向
け
、
今
後
ど
の
よ
う

に
し
て
い
く
か
。

来
年
度
は
コ
ン
テ
ス
ト
形
式
の
実
施
を

予
定
し
て
い
る
。
市
長
・
副
市
長
を
は
じ
め

多
く
の
職
員
の
前
で
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使

っ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
優
秀

な
提
案
に
は
褒
賞
を
出
し
て
い
く
。
ま
た
、

コ
ン
テ
ス
ト
を
８
月
に
開
催
し
て
、
翌
年
度

の
事
業
展
開
の
参
考
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

医
療
費
と
口
腔
内
の
健
康
と
の
関
係
性

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

定
期
的
な
歯
科
検
診
の
受
診
者
は
そ
う

で
な
い
者
に
比
べ
て
、
将
来
使
う
医
療
費
が

低
く
な
る
と
い
っ
た
研
究
結
果
が
あ
る
こ
と

は
把
握
し
て
い
る
。
公
衆
衛
生
学
的
に
口
腔
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行
回
数
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直
し

市
有
地
の
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極
的
な
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用
を

「
ま
ご
こ
ろ
ポ
ス
ト
周
年
記
念

１０

イ
ベ
ン
ト
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に
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い
て

職
員
提
案
制
度
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充
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向
け
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成
人
歯
科
検
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と
医
療
費
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削
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向
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校
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つ
い
て
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新
年
度
予
算
編
成
で
の
重
点
と
市
長
公

約
で
の
具
体
化
は
何
か
。

公
約
の
子
育
て
支
援
と
教
育
環
境
整
備

に
努
め
、
確
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、

出
産
支
援
金
の
見
直
し
、
公
立
幼
稚
園
保
育

料
引
き
上
げ
の
見
直
し
、
生
活
困
窮
世
帯
の

子
ど
も
の
学
習
支
援
、学
校
司
書
の
配
置
、高

等
学
校
奨
学
金
の
新
設
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

市
長
公
約
の
予
算
編
成
過
程
公
開
の
実

施
は
。平

成

年
度
当
初
予
算
編
成
か
ら
の
実

３１

施
を
予
定
し
て
い
る
。
公
開
の
対
象
・
内
容

・
時
期
な
ど
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

西
尾
市
方
式
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
契
約
書

類
等
を
全
部
公
開
し
な
い
か
。

で
き
る
限
り
情
報
公
開
し
て
い
き
た
い
。

年
か
ら
国
保
の
財
政
運
営
が
県
域
化

３０

さ
れ
、
国
保
税
の
試
算
で
は
引
き
上
げ
に
な

る
見
込
み
が
示
さ
れ
て
い
る
が
ど
の
よ
う
か
。

県
の
標
準
保
険
料
率
で
は
、
試
算
す
る

と
西
尾
市
は
（
世
帯
当
た
り
約
１
万
５
千
円
）

高
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
ま
ま
税
率
を

注
し
て
い
く
考
え
と
、
早
い
時
期
に
ア
ス
ベ

ス
ト
の
状
況
や
改
修
施
設
の
状
況
を
把
握
す

る
と
い
う
考
え
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
か
。

包
括
発
注
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
市
が
直
接
、
市
の

予
算
で
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
を
実
施
す
る
こ
と

は
可
能
。

本
市
在
住
の
特
別
支
援
学
校
の
卒
業
生

の
就
労
状
況
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況

は
ど
の
よ
う
か
。

安
城
特
別
支
援
学
校
、
岡
崎
特
別
支
援

学
校
の
西
尾
市
在
住
の
平
成

年
度
の
卒
業

２８

生

人
の
う
ち
、
３
人
が
一
般
就
労
と
な
っ

２０
て
い
る
。

ま
た
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
２
人
が

就
労
移
行
支
援
を
利
用
し
、
７
人
が
就
労
継

続
支
援
Ｂ
型
を
利
用
し
て
い
る
。
一
般
就
労

が
困
難
な
方
を
対
象
と
し
た
就
労
の
機
会
の

提
供
や
知
識
、
能
力
の
向
上
の
た
め
の
訓
練

を
行
っ
て
い
る
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
へ
の
、
市
の
役

務
や
物
品
の
優
先
調
達
な
ど
の
拡
充
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

「
西
尾
市
障
害
者
就
労
施
設
等
か
ら
の

物
品
等
の
調
達
方
針
」
に
基
づ
き
、
全
庁
的

に
推
進
し
て
き
た
。
当
初
予
算
作
成
時
に
障

害
者
就
労
施
設
等
の
受
注
機
会
の
確
保
に
留

意
し
た
予
算
見
積
り
と
す
る
旨
の
記
載
を
す

る
と
と
も
に
、
取
り
扱
い
物
品
や
役
務
な
ど

に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
行
う
な
ど
、
引
き

続
き
、
各
課
へ
働
き
か
け
て
い
く
。

旧
一
色
支
所
、
旧
吉
良
支
所
、
吉
良
町

公
民
館
に
つ
い
て
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が
新
た
に

検
出
さ
れ
た
が
、
な
ぜ
、
今
回
、
追
加
検
出

さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、
業
務
要
求
水
準
書
で

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
か
。

平
成

年
５
月
の
国
の
技
術
的
助
言
に

２９

よ
り
、
新
た
な
対
象
物
質
が
追
加
さ
れ
た
た

め
。
業
務
要
求
水
準
書
に
は
記
載
が
な
か
っ

た
。

こ
の
３
施
設
の
ア
ス
ベ
ス
ト
を
除
去
す

る
場
合
の
追
加
費
用
は
ど
れ
ほ
ど
か
。

旧
一
色
支
所
に
つ
い
て
は
、
２
千
万
円

か
ら
３
千
万
円
程
度
と
想
定
し
て
い
る
。
旧

吉
良
支
所
及
び
吉
良
町
公
民
館
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
は
、
８
千
万
円
程
度
に
な
る
と
想

定
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
の
た
め
の

追
加
費
用
は
市
が
全
て
負
担
す
べ
き
か
。

今
回
は
業
務
要
求
水
準
書
に
は
記
載
が

な
く
、
後
か
ら
基
準
な
ど
の
改
正
に
よ
り
変

更
し
た
も
の
な
の
で
、
市
が
負
担
す
べ
き
も

の
と
考
え
て
い
る
。

包
括
発
注
で
は
な
く
、
施
設
ご
と
に
発

適
用
す
る
の
で
は
な
く
、
市
と
し
て
の
税
率

を
検
討
し
て
い
く
。

県
に
対
し
て
、
値
上
げ
に
な
ら
な
い
よ

う
に
働
き
か
け
て
い
る
か
。

特
別
交
付
金
な
ど
の
補
て
ん
を
要
望
し

て
い
る
が
、
結
論
は
出
て
い
な
い
。

今
以
上
の
高
額
な
国
保
税
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
市
で
の
方
策
を
講
じ
な
い
か
。

税
率
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
急
激
な
税

負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
、
負
担
が
ふ

え
な
い
よ
う
に
繰
り
入
れ
る
財
源
を
、
財
政

部
局
と
慎
重
に
検
討
す
る
。

防
犯
灯
の
設
置
状
況
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
率
は
。

防
犯
灯
は
１
万
６
７
５
基
設
置
し
て
お

り
、
そ
の
う
ち
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
は
３
千
９
８
５

基
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
率
は

・
３
％
で
あ
る
。

３７

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
メ
リ
ッ
ト
と
全
部
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
す
る
費
用
は
ど
の
よ
う
か
。

町
内
会
の
電
気
料
負
担
は
約
半
額
に
軽

減
さ
れ
、
蛍
光
管
交
換
費
の
負
担
も
な
く
な

る
。
二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減
や
手
間
の
負

担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
。

防
犯
灯
の
新
設
予
算
と
別
建
て
で
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
進
め
な
い
か
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
一
括
で
実
施
す
る
包
括
リ

ー
ス
方
式
な
ど
参
考
に
、
経
費
の
比
較
、
事

務
効
率
な
ど
の
視
点
か
ら
、
予
算
の
枠
組
み

を
検
討
す
る
。
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を
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Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
対
す
る
反
省
点
は
。

大
規
模
事
業
で
あ
り
な
が
ら
、
契
約
前

に
し
っ
か
り
説
明
し
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う

厳
し
い
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

Ｓ
Ｐ
Ｃ
側
か
ら
西
尾
市
が
一
方
的
に
損

害
賠
償
請
求
を
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
側

が
完
全
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
西
尾
市

も
Ｓ
Ｐ
Ｃ
側
に
対
し
て
損
害
賠
償
請
求
を
し

な
い
か
。

Ｓ
Ｐ
Ｃ
側
に
賠
償
請
求
す
べ
き
理
由
が

確
認
で
き
れ
ば
対
応
し
て
い
き
た
い
。

榊
原
前
市
長
に
対
し
て
も
、
不
作
為
、

つ
ま
り
市
長
と
し
て
何
も
し
て
こ
な
か
っ
た

こ
と
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

弁
護
士
と
相
談
し
て
対
応
し
て
い
く
。

榊
原
前
市
長
に
、
市
民
や
議
会
の
場
で
、

こ
れ
ま
で
の
経
過
を
説
明
し
て
い
た
だ
く
機

会
を
設
け
な
い
か
。

公
開
の
場
は
考
え
て
い
な
い
が
、
必
要

が
あ
れ
ば
、
経
緯
等
を
お
聞
き
す
る
こ
と
も

あ
る
。

っ
て
い
く
。

旧
一
色
支
所
の
劣
化
度
調
査
で
は
１
階

と
３
階
の
耐
久
年
数
が

年
と
判
断
さ
れ
た

１０

が
、
建
物
自
体
の
耐
久
年
数
も
同
じ
と
考
え

て
い
い
の
か
。

長
寿
命
化
も
で
き
な
い
た
め
、
安
全
性

を
考
慮
し
て
も
、

年
と
考
え
て
い
る
。

１０

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を
従
前
の
計
画
で
進
め
た

場
合
、
財
政
規
模
が
年
間
５
０
０
億
円
の
市

で
、
支
出
を
平
準
化
す
る
と
、
年
間
７
億
円

の
支
出
の
う
ち
、
半
分
以
上
が
既
存
の
維
持

管
理
費
、
残
り
約
３
億
円
が
新
た
な
支
出
に

な
る
。
市
は
財
政
破
綻
ま
で
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
。

長
期
財
政
計
画
や
健
全
化
判
断
比
率
等

か
ら
み
て
も
、
こ
の
こ
と
で
市
が
破
綻
す
る

こ
と
は
な
い
。

新
計
画
を
策
定
す
る
場
合
、
ハ
コ
モ
ノ

行
政
再
来
に
な
る
こ
と
は
な
い
か
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
範
囲
内
で
は
、

そ
う
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

公
共
施
設
の
数
を
中
学
校
区
別
に
言
え

ば
、
西
尾
中
校
区
は

、
平
坂
中
校
区
は

、

４６

１９

一
色
中
校
区
は

、
吉
良
中
校
区
は

施
設

３９

６６

な
ど
と
な
る
が
、
今
後

ど
の
よ
う
に
し
て
再
配

置
を
判
断
し
て
い
く
か
。

地
域
の
施
設
数
を

考
慮
し
て
再
配
置
を
し

て
い
く
。

寺
津
に
市
民
の
税
金
を
使
っ
て
プ
ー
ル

を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
隣
接
す
る
矢
田

小
校
区
に
あ
る
民
間
資
本
に
よ
る
温
水
プ
ー

ル
の
経
営
を
圧
迫
す
る
と
教
育
長
は
考
え
な

か
っ
た
か
。

矢
田
小
校
区
に
あ
る
民
間
プ
ー
ル
の
経

営
を
圧
迫
す
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

教
育
委
員
会
が
寺
津
小
学
校
の
敷
地
内

に
つ
く
る
と
提
案
し
た
の
か
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
提

案
を
鵜
呑
み
に
し
た
の
か
。

Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
企
画
提
案
で
あ
る
。

教
育
委
員
会
は
、
地
元
の
寺

津
校
区
に
全
く
説
明
も
し
な
い
で
、

Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
提
案
を
何
の
抵
抗
も
な

く
受
け
入
れ
た
と
い
う
こ
と
な
の

か
。

そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

雨
水
排
水
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

流
下
能
力
の
確
認
を
行
う
な
ど
現
況
調

査
を
し
、
ポ
ン
プ
場
の
見
直
し
を
含
め
、
２９

年
度
中
に
策
定
を
す
る
。

開
発
に
よ
る
下
流
へ
の
影
響
は
。

下
流
河
川
の
流
下
能
力
に
よ
り
、
調
整

池
の
必
要
性
を
判
断
。
必
要
な
場
合
、
事
業

着
手
前
の
排
水
量
ま
で
抑
制
で
き
る
容
量
を

備
え
た
調
整
池
を
設
置
し
、
対
応
し
て
い
る
。

ポ
ン
プ
場
の
整
備
は
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
か
。

被
害
実
績
や
緊
急
性
な
ど
を
考
慮
し
、

国
の
補
助
金
を
利
用
し
進
め
る
。

ど
の
よ
う
な
考
え
で
対
策
し
て
い
く
か
。

市
民
が
安
心
安
全
に
住
め
る
よ
う
、
予

算
措
置
し
て
い
く
。

事
業
を
中
断
し
た
結
果
、
増
加
費
用
が

発
生
し
て
し
ま
っ
た
が
、
費
用
は
ど
こ
か
ら

捻
出
す
る
の
か
。

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
関
し

て
は
、
財
政
調
整
基
金
な
ど
を
利
用
し
て
払

19

■問●答■問●答

至
誠
ク
ラ
ブ

筒
井

登

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
こ
と
で
榊
原
前
市
長
と
Ｓ

Ｐ
Ｃ
側
（
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
参
画
し
て
い
る

市
内
企
業
集
合
体
）
の
説
明
責
任
を
問
う

市
民
ク
ラ
ブ

松
崎

隆
治

水
害
対
策
の
市
の
姿
勢
は

公
共
施
設
再
配
置
、
見
直
し
方
針
の

疑
問
点
を
明
確
に

寺
津
市
民
温
水
プ
ー
ル
建
設
計
画
は
、
教
育

委
員
会
も
Ｓ
Ｐ
Ｃ
側
も
稚
拙
す
ぎ
で
は

■問●答■問●答

■問●答■問●答■問●答
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る
企
業
用
地
の
開
発
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し

で
、
将
来
を
見
据
え
た
新
た
な
工
業
用
地
の

位
置
づ
け
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

企
業
の
進
出
が
見
込
ま
れ
る
箇
所
に
つ

い
て
、
優
先
的
に
位
置
づ
け
る
。

衣
浦
蒲
郡
線
・
衣
浦
岡
崎
線
沿
い
で
の

新
た
な
工
業
用
地
の
位
置
づ
け
を
ど
の
よ
う

に
検
討
し
て
い
る
の
か
。

企
業
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
関
係
部

局
と
連
携
し
て
新
た
な
位
置
づ
け
を
検
討
す
る
。

契
約
時
に
添
付
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
事

業
費
１
９
８
億
円
の
積
算
関
係
書
類
の
公
表

は
考
え
て
い
る
の
か
。

今
後
、
公
表
し
て
い
く
。

一
色
学
び
の
館
の
開
架
数
・
閉
架
数
は
。

開
架
書
庫
６
万
３
０
０
冊
、
閉
架
書
庫

５
万
４
千
２
０
０
冊
で
開
架
の
書
庫
が
ふ
え

る
予
定
。
資
料
館
は
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。

一
色
、
吉
良
地
区
の
「
ま
ち
づ
く
り
」

を
地
域
ご
と
に
見
直
し
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

地
域
別
に
見
直
す
か
は
検
討
中
で
あ
る
。

旧
幡
豆
郡
の
小
中
学
校
の
給
食
セ
ン
タ

ー
と
し
て
建
設
す
る
の
に
、
な
ぜ
須
脇
町
か
。

一
番
の
最
適
地
で
あ
る
と
考
え
た
。

名
所
旧
跡
に
恵
ま
れ
た
吉
良
地
区
を

「
歴
史
と
文
化
の
地
区
」
と
し
、
他
の
地
域

と
連
携
し
た
観
光
づ
く
り
を
考
え
な
い
か
。

関
係
部
局
と
連
携
体
制
を
強
化
し
、
吉

良
地
区
と
他
地
区
を
繋
げ
た
観
光
プ
ラ
ン
づ

く
り
に
努
め
て
い
く
。

平
成

年
吉
良
家
生
誕
８
０
０
年
祭
に

３３

向
け
た
事
業
の
検
討
は
、
ど
の
よ
う
か
。

合
併

周
年
を
記
念
す
る
年
で
も
あ
り
、

１０

全
国
的
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

佐
久
島
は
、
市
に
と
っ
て
貴
重
な
観
光

資
源
で
あ
り
、
観
光
客
の
利
便
性
や
名
鉄
の

利
用
促
進
も
視
野
に
入
れ
、
吉
良
吉
田
駅
か

ら
５
分
程
度
で
行
け
る
吉
田
港
に
渡
船
場
を

設
置
し
な
い
か
。

オ
ー
ル
西
尾
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
関
係
機
関
と
連
携
し
て
検
討
す
る
。

雇
用
確
保
・
税
収
拡
大
な
ど
の
た
め
、

企
業
誘
致
の
た
め
用
地
確
保
を
考
え
な
い
か
。

企
業
の
用
地
ニ
ー
ズ
に
速
や
か
に
対
応

す
る
た
め
、
土
地
開
発
公
社
や
企
業
庁
に
よ

20
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至
誠
ク
ラ
ブ

神
谷

雅
章

■問●答 観
光
資
源
を
活
用
し
た「
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て

事
業
の
凍
結
、
全
面
見
直
し
を
す
る

「
公
共
施
設
再
配
置
」
の
今
後
の
進

め
方
に
つ
い
て

３
月
定
例
市
議
会

開
催
予
定
の
お
知
ら
せ

２
月

日（
月
）
本

会

議

２６

（
議
案
上
程・施
政
方
針
演
説
）

日（
火
）
本
会
議（
代
表
質
問
）

２７
日（
水
）
本
会
議（
一
般
質
問
）

２８

３
月
１
日（
木
）
本
会
議（
一
般
質
問
）

５
日（
月
）
本
会
議（
予
備
日
）

７
日（
水
）
本
会
議（
当
初
予
算
上
程
）

８
日（
木
）
厚
生
委
員
会

９
日（
金
）
文
教
委
員
会

日（
月
）
経
済
建
設
委
員
会

１２
日（
火
）
企
画
総
務
委
員
会

１３
日（
木
）
本
会
議
（
採
決
）

２２
開
会
時
間
は
午
前

時
で
す
。

１０

＊
本
会
議
は
議
場

＊
委
員
会
は
第
１
委
員
会
室

ぜ
ひ
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
議
会
傍
聴
の
際
に
手
話
通
訳
が

必
要
な
場
合
、

事
前
に
議
会
事

務
局
へ
お
申
し

込
み
い
た
だ
け

れ
ば
対
応
で
き

ま
す
。

ご
利
用
く
だ

さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

議
会
を
見
て
み
よ
う

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ま

た
は
西
尾
市
議
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ア

ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

企
業
誘
致
に
よ
る「
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て

■問●答

■問●答■問●答 ■問●答■問●答 ■問●答■問●答
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ま
し
た
。
生
活
習
慣
に
着
目
し
て
健
康
づ
く

り
へ
の
意
識
向
上
の
働
き
か
け
と
し
て
、
禁

煙
、
目
標
歩
数
を
達
成
す
る
な
ど
９
つ
の
市

民
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
取
り
組
み
が
「
し
ゅ
う
な

ん
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
主

体
的
に
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
家
庭
、

地
域
、
学
校
、
職

場
な
ど
社
会
全
体

が
進
め
て
い
く
意

識
と
体
制
づ
く
り

を
学
ば
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ま
た
「
も
や
い

ネ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
」
は
、
高
齢
者
を
は
じ
め

子
ど
も
・
障
害
者
・
生
活
困
窮
者
な
ど
の
支

援
も
総
合
的
に
行
え
る
よ
う
「
福
祉
総
合
相

談
窓
口
」
を
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
窓
口
の
一

本
化
、
夜
間
・
休
日
の
緊
急
対
応
、
地
域
で

見
守
る
活
動
、
も
や
い
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
支
援
事
業
者
と
の
協
定
な
ど
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
西
尾
市
に
も
活
か
せ
る

ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

北
九
州
市
は
、
政
令
指
定
都
市
の
中
で
は

最
も
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
と
し
て
、
認
知
症
の
方
を
地
域
全
体
で

支
え
る
モ
デ
ル
を
構
築
し
て
い
る
認
知
症
施

策
「
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
の
概
要
」
に
つ
い
て

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
今
後
、
西
尾
市
が
取

り
組
ん
で
い
く
の
に
大
い
に
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

◎
永
山
英
人

○
松
崎
隆
治

新
家
喜
志
男

神
谷
庄
二

前
田

修

磯
部
雅
弘

犬
飼
勝
博

【
視
察
地
・
テ
ー
マ
】

宮
城
県
仙
台
市

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
せ
ん
だ
い
に
つ
い
て

宮
城
県
多
賀
城
市

子
育
て
支
援
す
く
っ
ぴ

ー
ひ
ろ
ば
事
業
に
つ
い

て

宮
城
県
白
石
市

白
石
城
の
再
建
に
つ
い

て

【
内
容
】

仙
台
市
で
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

せ
ん
だ
い
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
更
な
る

に
ぎ
わ
い
の
創
出
や
活
性
化
に
つ
な
が
る
活

動
で
あ
る
こ
と
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
意
識

調
査
や
現
状
分
析
を
行
い
、
活
動
に
活
か
す

こ
と
等
、有
意
義
な
視
察
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に
お
い
て
、

今
後
の
大
規
模
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
誘

致
に
向
け
て
、
将

来
を
見
据
え
て
計

画
を
策
定
し
て
取

り
組
む
必
要
性
等

を
ご
教
示
い
た
だ

き
、
参
考
と
な
り

ま
し
た
。

◎
大
塚
久
美
子

〇
稲
垣
正
明

牧
野
次
郎

長
谷
川
敏
廣

中
村
眞
一

稲
垣
一
夫

青
山

繁

黒
辺
一
彦

（
◎
委
員
長

○
副
委
員
長
）

【
視
察
地
・
テ
ー
マ
】

香
川
県
坂
出
市

認
知
症
初
期
集
中
支
援

事
業
に
つ
い
て

山
口
県
周
南
市

１
し
ゅ
う
な
ん
ス
マ
ー
ト

ラ
イ
フ
チ
ャ
レ
ン
ジ
に

つ
い
て

２
も
や
い
ネ
ッ
ト
セ
ン
タ

ー
推
進
事
業
に
つ
い
て

福
岡
県
北
九
州
市

オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
の
概

要
に
つ
い
て

【
内
容
】

坂
出
市
で
は
、「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
事

業
」
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
複
数

の
専
門
職
が
家
族
の
訴
え
等
に
よ
り
認
知
症

が
疑
わ
れ
る
方
や
認
知
症
の
方
お
よ
び
そ
の

家
族
を
訪
問
し
、
様
々
な
支
援
を
症
状
の
初

期
の
段
階
か
ら
包
括
的
、
集
中
的
に
チ
ー
ム

で
サ
ポ
ー
ト
し
、
自
立
生
活
を
支
援
す
る
制

度
で
す
。
家
族
や
地
域
の
適
切
な
サ
ポ
ー
ト

で
認
知
症
に
な
っ
て
も
自
分
ら
し
い
生
活
が

守
ら
れ
、
そ
の
た
め
に
誰
も
が
「
認
知
症
に

つ
い
て
正
し
く
知
る
」
こ
と
が
大
切
と
の
こ

と
で
し
た
。

周
南
市
で
は
、「
し
ゅ
う
な
ん
ス
マ
ー
ト
ラ

イ
フ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
「
も
や
い
ネ
ッ
ト
セ

ン
タ
ー
推
進
事
業
」
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い

多
賀
城
市
で
は
、「
子
育
て
支
援
す
く
っ
ぴ

ー
ひ
ろ
ば
事
業
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

施
設
は
、
気
軽
に
利
用
し
や
す
く
配
置
さ
れ
、

子
ど
も
広
場
や
赤
ち
ゃ
ん
広
場
等
、
親
子
で

遊
ぶ
だ
け
で
も
訪
れ
た
い
と
思
う
工
夫
が
あ

り
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
本

市
で
も
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
よ
る
一
色
交
流
広

場
で
、
市
直
営
に
よ
る
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
が
動
き
始
め
ま
し
た
。
多
賀
城
市
の
よ
う

な
施
設
の
運
営
・
支
援
事
業
を
参
考
に
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

白
石
市
で
は
、
白
石
城
を
視
察
し
ま
し
た
。

白
石
城
は
、
昭
和

年

月
に
再
建
す
る
な

６２

１２

ら
「
木
造
で
つ
く
る
べ
し
」
と
の
市
民
の
声

を
踏
ま
え
、
団
体
・
個
人
か
ら
の
寄
付
金
を

募
り
約
１
億
７
千
万
円
を
集
め
て
再
建
さ
れ

ま
し
た
。

再
建
に
あ
た
り
、
白
石
城
は
当
時
残
さ
れ

て
い
た
屏
風
絵
を
基
に
、
石
垣
の
積
み
あ
げ

方
や
城
の
土
壁
等
、
忠
実
に
再
現
さ
れ
て
お

り
、
再
建
へ
の
こ
だ
わ
り
は
参
考
と
な
り
ま

し
た
。

本
市
に
お
い
て

も
、
西
尾
城
の
再

建
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
が
、
再
建
に
か

か
る
費
用
と
効
果

や
維
持
管
理
・
運

用
面
の
課
題
等
を

踏
ま
え
、
慎
重
に

検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。
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◎
本
郷
照
代

〇
大
河
内
博
之

岡
田
隆
司

小
林
敏
秋

石
川
伸
一

藤
井
基
夫

【
視
察
地
・
テ
ー
マ
】

北
海
道
北
広
島
市

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

北
海
道
旭
川
市

ま
ち
な
か
交
流
館
に
つ

い
て

北
海
道
札
幌
市

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

【
内
容
】

北
広
島
市
で
は

「
空
き
家
対
策
」
に

つ
い
て
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

市
内
へ
の
定
住
促

進
と
地
域
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
事
業
で
、
不

動
産
を
売
り
た
い
買

い
た
い
、
貸
し
た
い

借
り
た
い
人
た
ち
の
懸
け
橋
を
市
が
果
た
し

て
い
ま
す
。
よ
り
不
動
産
の
流
動
化
を
図
る

為
、
市
内
の
宅
地
建
物
取
引
業
者
と
協
定
を

締
結
し
、
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

求
め
る
物
件
が
少
な
い
、
所
有
者
で
あ
る

高
齢
者
と
話
が
進
ま
な
い
等
の
課
題
が
あ
り

ま
す
が
、
行
政
代
執
行
な
ど
強
制
的
解
決
策

に
至
ら
な
い
前
段
階
と
し
て
の
誘
導
的
解
決

策
と
し
て
、
本
市
で
も
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

旭
川
市
で
は
「
ま
ち
な
か
交
流
館
」
を
視

察
し
ま
し
た
。
旭
川
駅
か
ら
南
北
に
走
る
平

和
通
の
約
１
㎞
が
、全
国
初
の
恒
久
的
歩
行

者
専
用
道
路
と
な
っ
て
お
り
、
中
ほ
ど
に
あ

る
交
流
館
に
は
、
ま
ち
な
か
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

協
議
会
事
務
局
、
交
流
館
シ
ョ
ッ
プ
、
カ
フ

ェ
、
総
合
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
等
の
施
設
が

あ
り
ま
す
。
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
を
創
出

す
る
た
め
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
・
ビ
ア
ガ
ー

デ
ン
・
朝
市
・
ま
ち
ゼ
ミ
な
ど
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
を
協
議
会
が
主
体
と
な
っ
て
開
催
す
る

中
で
、
よ
り
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
仕
組
み

づ
く
り
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

札
幌
市
で
は
、「
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
西
尾
市
に
も

平
成

年
秋
に
は
、
西
尾
駅
前
広
場
に
コ
ン

３０

ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
が
誕
生
し
ま
す
。
中
ホ

ー
ル
が
ほ
ぼ
同
規
模
で
、
そ
の
稼
働
率
向
上

の
取
り
組
み
の
話
を
伺
い
ま
し
た
。
札
幌
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
総
合
戦
略
を
立
て
、
積
極
的
に
誘
致

を
行
う
と
と
も
に
受
入
基
盤
の
強
化
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま

す
。
会
議
・
ツ

ア
ー
・
ス
ポ
ー

ツ
関
連
の
会
議
、

大
会
・
イ
ベ
ン

ト
等
、
西
尾
市

で
も
参
考
と
し
、

取
り
入
れ
る
こ

と
の
で
き
る
策

は
果
敢
に
取
り

入
れ
て
い
く
べ

き
と
思
い
ま
す
。

23

◎
渡
辺
信
行

〇
颯
田
栄
作

山
田
慶
勝

筒
井

登

鈴
木
規
子

鈴
木
正
章

鈴
木
武
広

松
井
晋
一
郎

【
視
察
地
・
テ
ー
マ
】

北
海
道
伊
達
市

包
括
外
部
監
査
制
度
に

つ
い
て

北
海
道
登
別
市

移
住
促
進
事
業
に
つ
い

て

北
海
道
苫
小
牧
市

消
防
防
災
訓
練
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て

【
内
容
】

伊
達
市
で
は
、「
包
括
外
部
監
査
」に
つ
い

て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
当
市
は
飛
び
地
合

併
で
４
４
４
㎢
。

財
政
力
指
数

。
０.４

公
認
会
計
士
や

弁
護
士
な
ど
有

識
者
の
専
門
性

や
知
見
を
生
か

し
、
行
財
政
改

革
や
施
策
を
２

か
年
に
わ
た
っ

て
チ
ェ
ッ
ク
。

施
策
の
取
捨
選
択
の
た
め
の
第
三
者
機
関
の

助
言
は
、
職
員
の
意
識
改
革
に
大
い
に
有
効

だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

具
体
的
な
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
施
策
の
検

証
な
く
し
て
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
は
進
み

ま
せ
ん
。
住
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
た

め
の
手
法
と
し
て
、
合
併
し
た
本
市
に
も
有

効
と
感
じ
ま
し
た
。

登
別
市
で
は
、「
移
住
促
進
事
業
」に
つ
い

て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
北
海
道
庁
の
首
都

圏
の
退
職
者
向
け
定
住
促
進
施
策
に
呼
応
し
、

温
泉
を
生
か
し
「
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
」
と
名

付
け
た
短
期
滞
在
体
験
を
き
っ
か
け
に
す
る

移
住
を
提
案
。
民
間
企
業
や
宅
建
協
会
、
住

民
に
よ
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
連
携
、
現

役
世
代
の
新
住
民
も
ふ
え
て
活
躍
し
て
い
ま

す
。本

市
で
も
、
移
住
に
至
ら
な
い
ま
で
も
、

交
流
人
口
の
増
加
策
と
し
て
お
茶
や
花
卉
園

芸
の
体
験
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

苫
小
牧
市
で
は
、「
消
防
防
災
訓
練
セ
ン
タ

ー
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
冬
季
の
消
防
・
防

災
訓
練
が
制
限
さ
れ
る
た
め
、
消
防
本
部
の

移
転
に
伴
っ
て
屋
内
型
の
大
型
訓
練
施
設
を

設
置
。
市
内
に
は
活
火
山
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

大
災
害
時
の
緊
急
消
防
援
助
隊
の
基
地
と
も

な
っ
て
い
ま
し
た
。

本
市
も
沿
岸
部
に
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地

帯
を
抱
え
、
大
災
害
に
備
え
た
地
域
づ
く
り

や
拠
点
づ
く
り
が
懸
案
で
す
。

経
済
建
設
委
員
会（
月
７
日
～
９
日
）

１１

企
画
総
務
委
員
会（
月
８
日
～
日
）

１１

１０
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★専決処分の承認について
★西尾市子育て・多世代交流プラザの設置及び管理に関する条例の制定について
★西尾市奨学金条例の制定について
★西尾市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
★西尾市地域子育て支援センターいっしきの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
★西尾市下水道条例の一部を改正する条例の制定について
★西尾市農業集落家庭排水処理施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
★西尾市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
★西尾市水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について
★西尾市立図書館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
★西尾市公民館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
★西尾市地域交流センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
★市道路線の認定について
★西尾市一色老人福祉センターの指定管理者の指定について
★土地区画整理事業に伴う町の区域の設定について
★平成２９年度西尾市一般会計補正予算（第６号）
★平成２９年度西尾市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
★平成２９年度西尾市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）
★平成２９年度西尾市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）
★平成２９年度西尾市介護保険特別会計補正予算（第２号）
★平成２９年度西尾市水道事業会計補正予算（第１号）
★西尾市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について
★西尾市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について
★西尾市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
★平成２９年度西尾市一般会計補正予算（第７号）
★平成２９年度西尾市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
★平成２９年度西尾市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）
★平成２９年度西尾市農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）
★平成２９年度西尾市介護保険特別会計補正予算（第３号）
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■１２月定例会で審議され、可決した議案等
☆ 人権擁護委員に、美濃浦恵子氏、青木安男氏を推薦することに同意しました。

■１２月定例会に提出された陳情書
議長預かり★「地球で生き続ける為の地球社会建設希望決議を、今、して頂きたい陳情書
議長預かり★定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める陳情書

不 採 択★国に対して「待機児童解消、保育士等の処遇改善のための財源確保を求める意見書」の提出を求め
る陳情書

不 採 択★介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての陳情書（厚生委員会）
不 採 択★介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての陳情書（文教委員会）
不 採 択★社会保障の施策拡充についての陳情書

議長預かり★福祉保育職場の職員の大幅な増員と賃金の改善の実現にむけて国に対して意見書提出を求める陳
情

議長預かり★住民税の「給与所得等の特別徴収税額の決定・変更通知書（特別徴収義務者用）」に個人番号の記
載を中止することを求める陳情書
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■賛否の分かれた議案

室

集

編

１２月定例会へ提出された議案、陳情のうち、賛否が分かれたものに
ついて掲載します。

■議場見学をしませんか？町内会や老人会の行事、ご家族、ご友人同士でお誘い合わせの上、お気軽にお越しください。
詳しくは、議会事務局へ電話（℡６５－２１８２）でお問い合わせください。

立
春
の
候
、
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

月
定
例
会
の
放
送
か
ら
、
議
会
テ
レ
ビ
の
放

１２
送
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
地
上
デ
ジ
タ
ル
「

Ｃ
Ｈ
」
に

１１

変
更
さ
れ
、
よ
り
多
く
の
ご
家
庭
で
議
会
テ
レ
ビ

中
継
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
ぜ
ひ
、
お
時
間
の
あ
る
時
に
放
送
の
ご
視

聴
や
、
市
議
会
の
傍
聴
に
お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

さ
て
、
私
た
ち
が
広
報
委
員
と
な
り
、
早
く
も

半
年
間
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
広
報
委
員
の
メ

ン
バ
ー
も
変
わ
り
、
心
新
た
に
、
よ
り
新
鮮
な
気

持
ち
を
持
ち
、
議
員
活
動
に
日
々
邁
進
し
て
お
り

ま
す
。

私
た
ち
広
報
委
員
は
、
市
議
会
の
情
報
を
で
き

る
限
り
分
か
り
や
す
く
、
見
や
す
い
広
報
を
心
が

け
、
皆
さ
ん
に
よ
り
市
政
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

広
報
委
員

◎
長
谷
川
敏
廣

○
颯
田

栄
作

黒
辺

一
彦

犬
飼

勝
博

磯
部

雅
弘

青
山

繁

大
河
内
博
之

前
田

修

稲
垣

正
明

鈴
木

規
子

（
◎
委
員
長
、○
副
委
員
長
）

西
尾
市
議
会

広
報
委
員
会

電

話

―
２
１
８
２

６５

Ｆ
Ａ
Ｘ

―
０
３
１
１

５４

※
一
般
質
問
の
記
事
に
つ
い
て
は
、質
問
議
員
か
ら

提
出
さ
れ
た
原
稿
を
も
と
に
作
成
し
て
い
ま
す
。



春
か
ら
新
し
い
生
活
が
始
ま
り
、
気
持
ち
が
落

ち
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
う
つ
に
な
ら
な
け
れ

ば
よ
い
の
で
す
が
。

精
神
科
部
長
　
川
崖
拓
史

問
市
民
病
院
管
理
課
（
☎
56
・
３
１
７
１
）

Q

医療相談室の退院支援

春
に
特
有
の
心
の
病
は
、

精
神
医
学
的
に
は
知
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
日
本
特

有
の
文
化
に
よ
っ
て
心
の
ト

ラ
ブ
ル
が
春
に
起
こ
り
や
す

く
な
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
会
計
年
度
と
い

う
制
度
で
、
学
校
や
企
業
な
ど
の
人
事
や
体
制
が
４

月
に
変
わ
る
た
め
、
転
居
や
人
間
関
係
の
変
化
な
ど

が
春
に
集
中
し
ま
す
。
悲
喜
こ
も
ご
も
の
日
本
の
春

は
、
環
境
の
変
化
が
大
き
く
、
ス
ト
レ
ス
の
多
い
時

期
と
い
え
ま
す
。

　
大
き
す
ぎ
る
ス
ト
レ
ス
は
、
心
身
に
悪
影
響
を
与

え
ま
す
。
悪
影
響
の
サ
イ
ン
は
、
睡
眠
不
足
や
食
欲

不
振
、
体
の
痛
み
や
不
調
と
し
て
現
れ
、
健
康
感
が

損
な
わ
れ
ま
す
。
も
し
、
睡
眠
時
間
の
短
い
日
が
続

く
よ
う
に
な
っ
た
り
、
食
欲
が
変
化
し
た
り
、
疲
れ

や
す
い
な
ど
体
調
が
変
化
し
た
り
し
た
場
合
は
、
十

分
な
休
養
と
栄
養
を
取
り
、
適
度
な
運
動
を
し
て
元

の
状
態
に
戻
し
ま
し
ょ
う
。
な
か
な
か
戻
ら
な
い
、

特
に
２
週
間
以
上
続
く
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
医
で

診
察
を
受
け
る
こ
と
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。
体
の
病

気
が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
、
精
神
科
の
受
診
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

A

当
院
医
療
相
談
室
で
は
、
退
院
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
退
院
と
い
っ

て
も
「
治
療
が
済
み
自
宅
へ
戻
る
」

「
リ
ハ
ビ
リ
を
継
続
す
る
た
め
リ
ハ

ビ
リ
病
院
に
移
る
」「
医
療
依
存
度
が

高
く
他
の
病
院
に
転
院
す
る
」「
介
護

保
険
施
設
に
入
る
」
な
ど
退
院
先
は

さ
ま
ざ
ま
。
多
く
の
方
は
、
自
宅
な

ど
住
み
慣
れ
た
環
境
で
療
養
し
、
病

気
に
な
っ
て
も
自
分
ら
し
い
生
活
を

送
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
医
療
相
談

室
は
希
望
が
か
な
う
よ
う
、
患
者
さ

ん
や
家
族
と
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

入
院
を
境
に
筋
力
が
低
下
し
た
患

者
さ
ん
は
、
退
院
後
身
の
回
り
の
こ

と
が
思
う
よ
う
に
で
き
ず
支
援
が
必

要
に
な
る
と
、
多
く
の
場
合
介
護
保

険
制
度
を
利
用
し
ま
す
。
そ
の
際
、

点
滴
・
吸
引
・
酸
素
吸
入
・
床
ず
れ

の
処
置
・
尿
の
管
・
人
工
肛
門
・
イ

ン
ス
リ
ン
な
ど
の
医
療
処
置
や
、
介

護
の
方
法
な
ど
在
宅
介
護
に
向
け
て

指
導
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
在

宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
連
携
し
、
老

老
介
護
・
独
り
暮
ら
し
・
調
理
が
で

き
な
い
・
経
済
的
困
窮
・
段
差
が
あ

る
家
・
認
知
症
な
ど
、
患
者
さ
ん
の

生
活
上
の
課
題
を
踏
ま
え
て
、
必
要

な
支
援
を
考
え
て
い
ま
す
。
通
院
で

き
な
い
方
に
は
訪
問
診
療
の
相
談
も

し
て
い
ま
す
。

病
棟
の
看
護
師
や
リ
ハ
ビ
リ
の
担

当
者
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
の

ス
タ
ッ
フ
は
、
退
院
を
控
え
た
患
者

さ
ん
の
自
宅
を
訪
問
。
家
屋
の
状
況

を
確
認
し
、
退
院
後
に
安
心
し
て
生

活
で
き
る
方
法
を
考
え
ま
す
。
退
院

前
に
は
、
患
者
さ
ん
と
家
族
、
院
内

外
の
ス
タ
ッ
フ
で
話
し
合
い
の
場
を

持
ち
ま
す
。
情
報
を
共
有
し
、
患
者

さ
ん
や
家
族
の
思
い
を
再
確
認
し
て
、

退
院
後
の
生
活
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

退
院
後
１
か
月
間
は
、
医
療
ニ
ー
ズ

の
高
い
患
者
さ
ん
が
在
宅
療
養
を
継

続
で
き
る
よ
う
、
病
院
看
護
師
が
自

宅
に
訪
問
し
、
相
談
・
指
導
し
て
い

ま
す
。

多
く
の
ス
タ
ッ
フ
が
在
宅
介
護
に

関
わ
り
、
患
者
さ
ん
を
支
え
て
い
ま

す
。
退
院
後
、
ケ
ア
の
空
白
期
間
を

作
ら
な
い
よ
う
に
、
他
職
種
と
の
関

係
を
密
に
し
、
地
域
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
私
た
ち
は

「
ど
れ
だ
け
多
く
の
こ
と
を
す
る
か
」

で
は
な
く
、「
ど
れ
だ
け
心
を
込
め
て

関
わ
る
か
」
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

問
市
民
病
院
管
理
課
（
☎
56
・
３
１

　
７
１
）

介
護
保
険
の
利
用
指
導

退
院
に
向
け
て
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団 体 名 な ど 対 象 日 時
▼西尾市立図書館
よちよちさんのおはなし会 ０～２歳児 ８日㈭・22日㈭　午後３時３０分
ピヨピヨおはなし会 ０～３歳児 ２日㈮・１６日㈮　午前１０時３０分
おはなしドキドキ ０～４歳児 １３日㈫・2７日㈫　午前１０時３０分
おはなしの会きらら 園児・小学生 ３日㈯　午前１１時
鶴城中学ボランティアーズ 園児・小学生 １７日㈯　午後３時

水曜おはなし会 どなたでも ７日㈬・１４日㈬・2１日㈷
2８日㈬　午後３時３０分

紙芝居のおはなし会 どなたでも 2４日㈯　午前１０時
▼吉良図書館
おはなしキラキラ ０～４歳児 ７日㈬・2１日㈷　午前１０時３０分
ひよこランド ２～４歳児 １４日㈬・2８日㈬　午前１０時３０分
よみきかせ会 園児・小学生 ４日㈰　午前１０時３０分
土曜お話し会 園児・小学生 １０日㈯　午前１０時３０分
おはなしくるりん 園児・小学生 2１日㈷　午後４時
▼幡豆図書館
いちごおはなし会 ０～１歳児 2７日㈫　午前１０時４５分
おはなしぴょーん ２～３歳児 ６日㈫　午前１０時４５分
幡豆よみきかせの会 園児・小学生 １１日㈰・2５日㈰　午前１０時３０分
はずっこおはなし会 園児以上 2０日㈫　午後４時１０分
▼一色町公民館
おはなし会 どなたでも ３日㈯・１５日㈭　午前１０時３０分

３月のおはなし会

内 容 対  象 日 時 な ど
▼一色児童センター（☎74・2800）

ちびっこ集まれ ０～３歳
７日㈬…絵本・手遊び
１４日㈬…リズム遊び
2８日㈬…手作りおもちゃ
午前１０時３０分～１１時

お楽しみ会（手品・ゲーム）幼児～小学生 2４日㈯　午後２時～３時
たくさん積もう 幼児～小学生 2１日㈷　午前１０時３０分～１１時３０分
サンデーパパ（ジャガイ
モを育てよう） 幼児～小学生 １１日㈰　午前１０時３０分～１１時３０分

▼幡豆児童館（☎63・0131）

ちびっこ集まれ ０～３歳

２日㈮…リズム遊び
９日㈮…読み聞かせ
１６日㈮…身体測定
2３日㈮…手作りおもちゃ
午前１０時３０分～１１時

パパと遊ぼう（キャップ積み）年少～小学生 １８日㈰　午前１０時３０分～１１時

制作 年少～小学生
火～日曜日
午後４時～４時３０分
土 ・日曜日、祝日
午前１１時～１１時３０分

絵本・手遊び・体操 ０～３歳 火～木曜日　午前１１時～１１時１５分

●就学前のお子さんが参加する場合は、保護者同伴でお越しください。
●詳細は各施設に、直接お問い合わせください。
●児童館全般については、子育て支援課こども福祉担当（☎65・2108） へ。

灰色の服のおじさん
著…フェルナンド・アロンソ／小学館

３月の
休館日

３月

３月の映写会

おすすめの新刊

全館共通　５日㈪ ・ １2日㈪ ・ １９日㈪ ・ 2６日㈪
各館	 西尾市立図書館（☎５６・６2００）…１５日㈭
	 吉 良 図 書 館（☎３2・３４００）…なし
	 幡 豆 図 書 館（☎６2・６５８８） …なし

内 容 対  象 日 時 な ど
▼中央児童館（☎57・5661）

ちびっこ集まれ ０～３歳

１日㈭…ふれあい遊び
７日㈬…講師によるリズム遊び
８日㈭…大きくなったかな
１５日㈭…リズム遊び
午前１０時３０分～１１時

おもしろあそび 小学生 ３１日㈯…卓球大会
午後２時～２時３０分

卓球 小学生以上
午後１時～４時2０分
春休み以外の火～金曜日は
午後３時から

パパも遊ぼう 小学生以下
と父親

１０日㈯・2４日㈯
午前９時～午後４時５０分

▼吉良児童館（☎32・1191）

ちびっこ集まれ ０～３歳
９日㈮…絵本・手遊び
１６日㈮…親子体操
2３日㈮…エアポリン
午前１０時３０分～１１時

お楽しみ会（人形劇・手遊び）
※要予約 ０～３歳 ２日㈮　午前１０時３０分～１１時

ドミノ 幼児～小学生 １７日㈯　午前１０時３０分～１１時３０分
エアポリン 幼児～小学生 ３日㈯　午前１０時３０分～１１時３０分

いつも灰色の服を着ているおじさ
んの喜びは、歌を歌うこと。でも
ある日、歌うことを禁止されてし
まいます。おじさんの物語の結末
は…。８編を収録したスペインの
児童文学短編集

館 名 対　象 日 時 タ　イ　ト　ル

西尾市立図書館
小学生以下 １０日㈯午前１０時３０分 いのちをいただく

中学生以上 １０日㈯午後２時 そして父になる

吉良図書館
小学生以下 １７日㈯午後１時３０分

ぐるんぱのようちえ
ん

中学生以上 １７日㈯午後２時３０分
ただいま、ジャクリ
ーン

幡豆図書館
小学生以下 ３日㈯午前１１時

動物の赤ちゃん
ドキドキ編

中学生以上 ３日㈯午後２時
東松島市からのメッ
セージ
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予 防 接 種 名 対 象 そ の 他 ・ 注 意 事 項
ヒブ
Vacina Hib �生後２か月～５歳未満のお子さん

�他対象者には生後２か月ごろに予診票を郵送します。
�注①Ｂ型肝炎は、出生後に母子感染予防のため接種し

た場合、接種は不要です。
②ジフテリア百日せき破傷風ポリオ（４種混合）の
１期追加について、25年３月以前に生まれた対象
者には、１期初回３回接種を終えて１年１か月後
に、予診票を郵送します。
③水痘にかかったことがある方は、水痘の接種は不
要です。

小児肺炎球菌
Vacina pneumocócica pediátrica �生後２か月～５歳未満のお子さん

Ｂ型肝炎
Hepatite　B 生後２か月～１歳未満のお子さん

ジフテリア百日せき破傷
風ポリオ （４種混合）
Vacina Quádrupla(coqueluche, difteria, 
tétano e poliomielite inativada)

生後３か月～７歳半未満のお子さん

BCG �生後３か月～１歳未満のお子さん

水痘 （水ぼうそう）
Catapora １歳～３歳未満のお子さん

麻しん風しん （MR）
Vacina dupla(sarampo e rubéola)

●１期
１歳～２歳未満のお子さん

●２期
2３年４月２日～2４年４月１日生まれ
のお子さん（年長児相当）

�他対象者には４月に予診票を郵送しました。

日本脳炎
Encefalite Japonesa

３歳～７歳半未満のお子さん �他対象者には生後２か月ごろに予診票を郵送します。

●１期未完了者
９年４月２日～１９年４月１日生まれ
のうち、１期３回接種を終えていな
い2０歳未満のお子さん

�申電話で各保健センターへ。
他１期追加について、28年度に１期初回２回接種を受
けている方は、２回目接種を終えて１年１か月後に
予診票を郵送します。
�注接種可能期間を過ぎた予診票は使用できません。

●１期未完了者
１９年４月２日～2１年２月28日生まれ
のうち、１期３回接種を終えていな
い９歳以上のお子さん

●２期
�１期初回３回接種を終えている９歳
～2０歳未満のお子さん

ジフテリア破傷風 （DT）
Vacina dupla(difteria e tétano)

●２期
�１7年４月２日～１8年４月１日生まれ
のお子さん（小学６年生）

他�対象者には４月に予診票を郵送しました。

ジフテリア百日せき破傷
風（DPT） ・ 不活化ポリオ
Vacina triplice(coqueluche, difteria e 
tétano)・Poliomielite

１期接種が終わっていない７歳半未
満のお子さん

�他対象者は個別接種用の予診票が必要です。１期追加
について、28年度に１期初回３回接種を受けている
方は、３回目接種を終えて１年１か月後に予診票を
郵送します。

注DPTワクチンの販売が終了しました。DPTワクチン
で接種を進めている方は、各保健センターへお問い
合わせください。

子宮頸がん予防
Vacina contra o câncer cervical ou do 
colo do útero
(HPV papilomavírus humano)

中学１年生～高校１年生相当の女子
�注国の勧告に基づき、現在ワクチンの接種を積極的に
はお勧めしていません。接種を希望する方は、接種
同意書が必要になりますので、事前に連絡の上、各
保健センターにお越しください。

①指定医療機関に予約をして予診票兼接種依頼書（以下予診票）を持参の上、接種可能期間内に接種
してください。期間外は定期予防接種として接種することはできません。市外の医療機関での接種
を希望する場合は、市が発行する連絡票が必要です。

②申し込みや問い合わせ、接種の際には、必ず母子健康手帳をご用意ください。
③予診票がない場合は、母子健康手帳を持って各保健センターにお越しください。

予防接種

問　合　先

西尾市保健センター
Nishio Hoken Center

（☎57・0661／ＦＡＸ54・7866）

吉良保健センター
Kira Hoken Center

(☎３２・３001／ＦＡＸ３２・３144）

西尾地区 一色・吉良・幡豆地区
対対象　時日時　受受付時間　場場所　内内容　定定員
持持ち物　申申込　他その他　注注意事項
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Guia de saúde

暴風警報や東海地震注意情報（警戒警報）が発令中の場合
▶午前の事業…午前８時の時点で発令中の場合は中止
▶午後の事業…午前１１時の時点で発令中の場合は中止
※代替日などはお問い合わせください。

注 ��はしか、水ぼうそう、とびひ、水いぼなどの感染症や発熱中のお
子さんは、他のお子さんに感染する恐れがありますので、健診や
予防接種などを受けることができません。

Outros:As�crianças�com�sarampo,�catapora�e�doenças�contagiosas,�não�
poderão�aplicar�vacina�ou�fazer�os�exames�periódicos,�pois�pode�
passar�para�outras�crianças�que�se�encontram�no�local.

他 ��妊婦健診、子宮頸
けい

がん検診、妊婦歯科健診、産婦健診、乳児健診…母子健康手帳交付時に受診票を交付しています。
転入などで受診票を持っていない方は、各保健センターにお問い合わせください。

健 診 名 ・ 持 ち 物 対 象 西 尾 地 区 一色・吉良・幡豆地区 内 容

４か月児健康診査
Check-up para crianças com 4 meses de idade
持バスタオル１枚

2９年
１１月生

対１日～１2日生…時２日㈮
対１３日～2１日生…時９日㈮
対22日～３０日生…時１６日㈮
受第１子…午後１時～１時
2０分、第２子以降…午後
０時5０分～１時１０分

時28日㈬
受第１子…午後１時～１時
2０分、第２子以降…午後
０時5０分～１時１０分

診察、測定、問診、
離乳食ごっくん教室
など

１歳児育児相談
Check-up para crianças de 1 ano
持歯ブラシ

2９年
３月生

対１日～１４日生…時８日㈭
対１5日～３１日生…時22日㈭
受午後１時～２時

時１5日㈭
受午後１時～１時３０分

育児・歯科相談、測
定、集団指導など

１歳６か月児健康診査
Check-up para crianças de 1 ano e 6 meses
持歯ブラシ

28年
７月生

対１日～１０日生…時７日㈬
対１１日～2０日生…時１４日㈬
対2１日～３１日生…時28日㈬
受午後１時～２時

対１日～１8日生…時６日㈫
対１９日～３１日生…時2０日㈫
受午後１時～２時

診察、歯科診察、測
定、問診、歯科相談、
フッ素塗布など

２歳児歯科健康診査
Exame dental para crianças de 2 anos
持歯ブラシ

28年
１月生

対１日～１7日生…時１2日㈪
対１8日～３１日生…時2６日㈪
受午後１時～２時

時１９日㈪
受午後１時～２時

歯科診察、測定、育
児・歯科相談、フッ
素塗布など

２歳６か月児歯科健康診査
Exame dental para crianças de 2 ano e 6 meses
持歯ブラシ

27年
７月生

時2３日㈮
受午後１時～２時

時７日㈬
受午後１時～２時

歯科診察、歯科相談、
フッ素塗布など

３歳児健康診査
Check-up para crianças de 3 anos

2６年
１１月生

時６日㈫・１３日㈫・2０日㈫
受午後０時5０分～１時４０分

時２日㈮・１６日㈮
受午後０時5０分～１時2０分

※健診月の前月に個
別に通知します。

①西尾地区の方は西尾市保健センターで、一色・吉良・幡豆地区の方は吉良保健センターで受けてください。
②事前に配布した各健診問診票と母子健康手帳を持ってお越しください。
③都合により受けられない場合は、１週間前までにご連絡ください。

健診など

３月 保健ガイド

●母子健康手帳交付と妊婦相談
時毎週月～金曜日（祝日を除く）受午
前８時３０分～１１時３０分場各保健センタ
ー内母子健康手帳の交付と妊娠中の相
談全般持妊娠届出書、個人番号カード
または通知カードと本人確認ができる
書類（自動車運転免許証など）※代理
人の場合は委任状が必要です。他都合
の悪い方は、ご連絡ください。

●マタニティクラス
対妊婦時３月2３日㈮受午前９時４０分～
９時55分場西尾市保健センター内講話
③「産後の話」、妊婦同士の交流など持母
子健康手帳他事前申し込みは不要

●パパママ教室
対妊娠６～９か月の妊婦とその夫時３
月１９日㈪受午前９時１０分～９時25分場
西尾市保健センター内講習（妊娠中・
育児の話、夫婦の役割）、体験実習（も
く浴・世話）など定2０組（先着順）持

母子健康手帳、バスタオル１枚、筆記
用具申３月６日㈫から、電話で西尾市
保健センターへ。

●おめでとう相談
対生後４か月までのお子さん内母乳・
育児相談、測定など持母子健康手帳、
バスタオル
▶西尾地区…時３月６日㈫・2３日㈮受
午前９時３０分～１１時場西尾市保健セ
ンター

▶一色・吉良・幡豆地区…時３月１４日
㈬受午前９時３０分～１１時場吉良保健
センター

●離乳食もぐもぐ教室
内離乳食についての話など申４か月児
健診時または電話で各保健センターへ。
▶西尾地区…対①2９年８月１日～１5日
生②2９年８月１６日～３１日生時①３月
２日㈮②３月１６日㈮受午前９時３０分
～９時5０分場西尾市保健センター

▶一色・吉良・幡豆地区…対2９年８月
生時３月８日㈭受午前９時３０分～９
時5０分場吉良保健センター

●さくらんぼクラブ
対多胎児の親子、多胎妊娠中の妊婦時
３月2０日㈫受午前９時４5分～１０時場吉
良保健センター内育児相談、親同士の
交流など他事前申し込みは不要

●健康相談（育児相談・一般相談）
内乳幼児の発達や育児の悩み、健康、
栄養などの相談全般持母子健康手帳
（育児相談のみ）
▶西尾地区…時３月１９日㈪受午後１時
３０分～２時３０分※医師による相談は
２時から場西尾市保健センター

▶一色・吉良・幡豆地区…①時３月５
日㈪受午後１時３０分～２時３０分場吉
良保健センター／②時３月９日㈮受
午前９時３０分～１１時場幡豆いきいき
センター／③時３月2３日㈮受午前９
時３０分～１１時場吉良保健センター

教室・相談
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●相談は全て無料。先着順。相談日が祝日の場合は、原則お休みです。
●�市役所の市民課・収納課・子ども課・福祉課には、ポルトガル語を話せる職
員（臨時職員）がいます。
No�dep.de�registro�civil,coletoria�municipal,dep.infantil,dep.de�assistencia�
social,trabalham�funcionários�que�compreendem�o�idioma�português.

３
時日時・期間　場場所　内主な相談内容　問問合先　予予約方法

場時 ▼市役所22ＡＢ会議室…６日㈫・１５日㈭ ▼吉良支所
第１会議室…１３日㈫ ▼市役所多目的室ＡＢＣＤＥ会議室…
2３日㈮時午前１０時～午後０時３０分、午後１時３０分～４
時※午前９時３０分受付開始内厚生・国民年金の相談・
手続き※定員に達した場合、受け付けを終了問保険年
金課国民年金担当（☎６５・2１０４）

時毎週月～金曜日午前９時～午後４時場消費生活セン
ター（市役所会議棟１階）内悪質商法や多重債務問題、
クーリングオフなど※予約の方を優先。電話相談可。
多重債務相談は面談のみ予問消費生活センター（☎６５
・2１６１）

時2０日㈫午後１時～４時場市役所１１相談室内労働条件
や解雇、賃金などの労働問題※予約制予前日の正午ま
でに電話問商工観光課商工担当（☎６５・2１６８）

時毎週月～金曜日午前８時３０分～午後５時場市役所商
工観光課内新規創業に関する相談問商工観光課商工担
当（☎６５・2１６８）

時８日㈭午後６時～８時場市役所収納課内市税の納税
に関する夜間の相談。納税も可問収納課徴収担当（☎
６５・2１29）

時2５日㈰午前８時３０分～正午場市役所行政情報コーナ
ー内市税の納税に関する相談。納税も可問収納課徴収
担当（☎６５・2１29）

場時 ▼幡豆支所第２会議室…１日㈭ ▼寺津ふれあいセ
ンター…３日㈯ ▼市役所１１相談室…１３日㈫・27日㈫ ▼

一色支所会議室…１５日㈭ ▼吉良支所第２会議室…22日
㈭時午後１時３０分～４時内法律的専門知識を有する相
談※予約制（１人３０分以内）各日５人予２月１６日㈮から、
直接または電話問市民課旅券担当（☎６５・2１9８）

時９日㈮午後１時３０分～４時場市役所１１相談室内紛争
の目的の価格が１４０万円以下の民事相談※予約制（１人
３０分以内）で５人まで予２月１６日㈮から、直接または
電話問市民課旅券担当（☎６５・2１9８）

時2８日㈬午後１時３０分～４時場幡豆支所第２会議室内
官公署に提出する相続・遺言などの書類作成に関する
相談問市民課旅券担当（☎６５・2１9８）

時１４日㈬午後１時～４時場市役所１１相談室内土地など
の売買や相続など問市民課旅券担当（☎６５・2１9８）

場時 ▼市役所１１相談室…９日㈮ ▼吉良支所第２会議室
…９日㈮時午前１０時～正午内国の仕事やその手続き、
サービス全般に対する苦情や要望問市民課旅券担当
（☎６５・2１9８）

場時 ▼吉良支所第２会議室…２日㈮ ▼一色支所会議室
…９日㈮ ▼幡豆いきいきセンター…１６日㈮ ▼総合福祉
センター…１7日㈯時午後１時３０分～４時※受け付けは
午後３時３０分まで内いじめ、虐待、セクハラなどの相
談※一色支所と総合福祉センターは弁護士が同席問市
民課旅券担当（☎６５・2１9８）　

時毎週月～金曜日午前９時～午後４時場①中央ふれあ
いセンター②一色町公民館内小・中学生のいじめや不
登校などの相談※面接相談可問児童・生徒支援センタ
ー（①☎５7・０５５５／②☎7３・４５72）

ＤＶ相談

母子・父子
家庭相談

内職相談

障害者虐待
相　　談

こころの
相　　談

結婚相談

育児相談

年金相談

育児・虐待
相　　談

消費生活
相　　談

労働相談

市民特別
法律相談

人権相談

司法書士
法律相談

行政相談

創業支援
相　　談

市税納税
相　　談

行政評価
苦情申立

市税夜間
納税相談

時５日㈪・１9日㈪午後１時３０分～３時場市役所１１相談
室内市の苦情対応に納得できない場合の相談※予約制
予問行政評価委員会事務局（☎６５・2１５５／企画政策課内）

時毎週月～金曜日午前８時３０分～午後５時場市役所家
庭児童支援課内就園前のお子さんの発達や、育児全般、
児童虐待※電話相談可問家庭児童支援課要保護児童担
当（☎５６・３１１３）

時毎週月～金曜日午前８時３０分～午後５時場子育て支
援センターやつおもて（八ツ面保育園内）内就学前の
お子さんの育児、生活習慣、心配ごとなど問子育て支
援センターやつおもて（☎５7・2６０2）

時毎週月～金曜日午前８時３０分～午後５時場市役所家
庭児童支援課内配偶者などからの暴力に関する相談
※電話相談可問家庭児童支援課DV相談担当（☎５６・
３１１３）

時毎週月～土曜日午前９時～午後４時※土曜日は正午
まで場市役所家庭児童支援課※土曜日は総合福祉セン
ター相談室内児童の性格や家族関係、学校生活などの
相談※電話相談可問家庭児童支援課児童相談担当（☎
５６・０３2４）※土曜日は総合福祉センター（☎５６・５9００）

時毎週月～金曜日午前８時３０分～午後５時場市役所家
庭児童支援課内母子・父子家庭の困りごとや自立生活
に関する相談問家庭児童支援課母子・父子担当（☎６５
・2１79）

場時 ▼市役所１６相談室…８日㈭時午前１０時～午後３時
内療育手帳に関する相談※予約制予問西三河福祉相談
センター（☎０５６４・27・2779／岡崎市明大寺本町）　

時毎週金曜日午前１０時～午後３時場総合福祉センター
相談室内内職の紹介と事業所の登録問福祉課社会福祉
担当（☎６５・2１１４）

時毎週月～金曜日午前８時３０分～午後５時場障害者虐
待防止センター（市役所福祉課内）内障害者に対する
虐待などの相談※電話相談可問障害者虐待防止センタ
ー（☎６５・2１１7）

時毎週月～土曜日午前９時～午後５時※水曜日は正午
まで場地域活動支援センターめだか工房（矢曽根町）
内精神障害者と家族の困りごと問地域活動支援センタ
ーめだか工房（☎５４・６77５）

時毎月第１・４月曜日午前９時～正午場総合福祉セン
ター相談室内身体障害者と家族の困りごと問福祉課障
害者福祉担当（☎６５・2１１３）

時毎週火曜日と毎月第１・３日曜日午後１時～３時場
総合福祉センター相談室内結婚相手の紹介※申込金
５００円と写真２枚が必要問市社会福祉協議会総務課（☎
５６・５9００／総合福祉センター内）

時場 ▼２日㈮・１６日㈮午後１時～４時…市役所１１相談
室内スペイン語、ポルトガル語、英語での生活上、行
政上の相談問地域支援協働課市民協働担当（☎６５・2１7８）

▼Ｄias　2　e　１６　março…１１Soudan-shitsu/１３h　ás　１６h/
Ｃonsultas　gratuitas　para　estrangeiros　com　probl-
emas　na　vida　diária　em　espanhol,　português　e　in-
glês/Seção　de　Trabalhos　Ｃomunitário

身体障害者
相　　談

登記相談

児童・生徒
心配ごと
相　　談

※西尾警察署「住民コーナー☎５7・０１１０」や名古屋法務局西尾支局「人権相談☎５7・2６22（毎週水・木曜日午前１０時～午後４時）」、
西三河県民生活プラザ「法律相談☎０５６４・27・０８００（第２水曜日午後１時３０分～３時／要予約）」 もご利用ください。

児童相談

外
がい
国
こく
人
じん

相
そう

談
だん

Consulta
para 

estrangeiros

児童巡回
相　　談

行政書士
書類作成相談
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このコーナーは、市民の皆さんなどから
の原稿を基に作成しています。どなたで
も参加できる、費用が無料、申込期限な
どの期日の定めがないものは、対象、金
額、期日を記載していません。紙面の都
合で全てをお伝えできませんので、詳し
くは各記事の問合先に確認してください。

対対象・応募資格　時日時・期間　場場所　内内容　定定員・募集人数
￥費用　講講師　持持ち物　申申込・申請　他その他　問問合先

【このコーナーに掲載する記事を募集】申し込みは、掲載を希望する号の前月の10日までに、投稿用紙を直接または
ファクスで秘書課広報担当（☎65・2159／ＦＡＸ57・1313）へ。投稿用紙は同課に用意。市のホームページでダウンロー
ドもできます。ただし、紙面の都合により掲載できない場合もあります。営利目的や政治・宗教関係、特定の人や団
体のみを対象とした記事などはお断りします。

■西尾市合併７周年記念市民ゴルフ大会
対市内在住または在勤の社会人※アマ
チュア限定時４月７日㈯場吉良カント
リークラブ（吉良町）定２４０人￥３,０００円

（プレー代は各自負担）申参加料を直接
吉良カントリークラブまたは西尾ゴル
フクラブ（一色町）、市内の西尾信用金
庫本・支店へ。問西尾ゴルフ協会（☎
３２・２１１１／吉良カントリークラブ内）

■シャンソン発表会と青山桂子ミニライブ
時３月２３日㈮午後１時開場、１時３０分
開演場昭林公民館（安城市安城町）定
１６０人問西尾シャンソンサークル　永
谷（☎０９０・６５７３・３２３１／針曽根町）

■ミュージック＆ダンスパーティー
時３月１１日㈰午後１時開場、２時開演
場文化会館小ホール▶出演／SUGI-J、
浪速平成シスターズ、SASA、etsuko、
熱響打楽Jr.￥２,０００円▶チケット販売
場所／喫茶ジャックス（文化会館内）、
おしろタウン・シャオのインフォメー
ション問国際ソロプチミスト西尾　浅
岡（☎０８０・５１１５・０３６５／富山町）

■第１９回西尾高校吹奏楽部演奏会「ハルコン」
時３月２１日㈷午後１時30分開場、２時
開演場文化会館大ホール￥１００円申問
電話またはファクスで西尾高校　尾崎
（☎５７・２２７０／ＦＡＸ５４・６９６３）へ。

■第１２回一色高校和太鼓部「いっしき」演奏会
時３月１８日㈰①午前１０時～１１時３０分②
午後１時３０分～３時場一色地域交流セ
ンター問一色高校　山本（☎０９０・１７２３
・３９７１）

■エンジョイフットサル　参加者募集
時日曜日午後６時３０分～９時場一色東
部小学校内フットサルとサッカーを月
２回程度楽しみます。定２０人￥１回５００
円申問電話またはＥメールで平野（☎
０８０・３０７２・７７３５／死itihira２０１２@yah
oo.co.jp／一色町）へ。

■千人委員会友の会講演会
時３月１７日㈯午後１時３０分～３時場総
合福祉センター第６集会室（４階）▶
演題／めざそう！　健康長寿定６０人講
地域包括支援センター鶴城看護師　松
原悦子氏他会員募集中。年会費２,０００円
問野田（☎５７・３１８５／今川町）

■市民で歌おう！　「歓喜の歌」
　西尾第九合唱団　団員募集
時土・日曜日午前１０時～正午場中央ふ
れあいセンターなど内１２月に行う演奏
会に向けて、月３回程度練習します。 
￥年額１万円（大学生以下は５,０００円）
申問参加費を持参の上、直接３月４日
㈰午前１０時から文化会館会議室302（３
階）で行う発会式へ。他発会式後も随
時受け付けます。問第九を楽しむ会事
務局　森下（☎０９０・４１９２・１４３０／順海
町）

■ヒッポファミリークラブ
　多言語で遊ぼう！　講演付き体験会
時①２月２７日㈫午前１０時～正午②２月
２８日㈬午後６時３０分～８時３０分③３月
２日㈮午後６時30分～８時30分④３月
３日㈯午前10時～正午⑤３月３日㈯午
後６時30分～８時30分場①③ホワイト
ウェイブ２１②⑤矢田ふれあいセンター
④文化会館内いろいろな国の言葉で話
す楽しさを体験します。定２０組申問電
話でヒッポファミリークラブ（☎０１２０
・５５７・７６１／名古屋市中村区）へ。同
クラブホームページでも申し込めます。

■普通救命講習会
対市内在住または在勤、在学の方時３
月２５日㈰午後１時３０分～４時３０分場市
消防本部大会議室（３階）定１５人申２月
２０日㈫～３月１５日㈭に、住所・氏名・
電話番号・勤務先を、ファクスで西尾
市応急手当普及ボランティアの会　中
根（ＦＡＸ５４・４３８７／下町）へ。問鈴木（☎
０９０・７６７３・９６４３／須脇町）

■西尾駅前で歌声喫茶
時▶練習会…３月１１日㈰午後１時３０分
～４時▶月例会…３月１８日㈰午後２時
～４時場喫茶「愛」（桜木町）内生バンド
に合わせて歌謡曲や唱歌、民謡などを
歌います。定５０人￥▶参加費…５００円
▶入会金…５００円▶歌集…５００円問唄ご
えの会西尾　髙木（☎０９０・６５８７ ・ ７６７７
／新渡場二丁目）

■歌声サロン米津
時３月１１日㈰午後２時～４時場米津ふ
れあいセンター内生バンドに合わせて、
昭和歌謡を合唱します。￥５００円他毎
月第２日曜日に開催問榊原（☎０９０・２９
４７・７１９０／米津町）

■ＮＨＫ大河「おんな城主直虎」時代考証
　大石泰史氏講演会
時３月３日㈯午後２時～３時３０分場西
尾商工会議所（寄住町）▶演題／今川
氏から見た吉良氏定２００人問吉良氏誕
生８００年祭準備委員会　齋藤（☎５９・７０
９６／寺津町）

■無学塾（論語塾）人間形成
対1８歳以上の方時３月８日㈭午後７時
～８時３０分場福地ふれあいセンター内
論語を主とした人間形成講座定２０人
申問３月５日㈪までに、電話またはフ
ァクスで石原（☎＆ＦＡＸ７３・４９２７／一色
町）へ。

■ヨガを始めませんか？
対1８歳以上の方時毎週金曜日午前１０時
～１１時１５分場吉良町公民館内１年を快
適に過ごすため、季節に合わせたヨガ
を行います。レッスン後は月のリズム
に合わせたハーブティーを楽しみます。
定１０人程度￥１回１,０００円※初回無料
申問前日までに、電話またはＥメール
で藤田（☎０８０・１６１１・１１６３／死s.c.yo
ga８２６@gmail.com／下矢田町）へ。

■1美姿勢コアトレーニング体験＆
　2リラックスヨガ体験
時①毎週火曜日1午前９時2午前１０時
②第１・３火曜日1午後２時2午後３
時、第２・４火曜日2午後２時③第２
・４日曜日1午前９時2午前１０時場①
矢田ふれあいセンター②横須賀ふれあ
いセンター③鶴城ふれあいセンター
定12人￥１回１,０００円申問前日までに、
電話またはＥメールで生田（☎０８０ ・ ５１
００ ・ ３７１０／死naturel.peach１１２３@gm
ail.com／今川町）へ。

■ほっこりヨガ
内時①骨盤調整ヨガ…毎月第２・４火
曜日午前１０時３０分～１１時３０分②リラッ
クスヨガ…毎週木曜日午前１０時～１１時
③アロママッサージヨガ…毎月第２・
４火曜日午後１時30分～３時④寺ヨガ
…毎月第２月曜日午後１時３０分～２時
３０分場①横須賀ふれあいセンター②③
八ツ面ふれあいセンター④正覚寺（吉
良町）￥①～③１回１,０００円（５回４,０００
円）④無料申問電話またはＥメールで
山中（☎０９０・６０９１・３６２７／死mami０９
０４inyo@gmail.com／吉良町）へ。
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休日診療案内　Consultas durante o feriado
※暴風警報や東海地震注意情報（警戒宣言）が発令中の場合などは、休診となります。

西尾市休日診療所 （☎55・0800）
熊味町小松島12（西尾市保健センター西隣）

在宅当番医　診療時間　午前９時〜正午、午後１時〜５時

平
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2月

16日
号
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【 西 尾 市 役 所 】
URL	（パソコン）　http://www.city.nishio.aichi.jp/
	 （携帯電話）　http://www.city.nishio.aichi.jp/mob/
E-mail　nishio@city.nishio.lg.jp
■本　　庁	 ☎0563・56・2111（代表）
	 〒445ー8501　西尾市寄住町下田22
■一色支所	 ☎0563・72・7111（代表）
	 〒444ー0492　西尾市一色町一色東前新田8
■吉良支所	 ☎0563・32・1111（代表）
	 〒444ー0596　西尾市吉良町荻原川畑20
■幡豆支所	 ☎0563・62・5511（代表）
	 〒444ー0798　西尾市西幡豆町仲田14ー2

バーコード対応の携帯
電話などで読み取ると
「モバイル＠西尾市役
所」が閲覧できます。

２月

４日㈰
深 見 ク リ ニ ッ ク ☎７2 ・ 2０1０
内、外、小、婦 一色町松木島

１１日㈰
あいちリハビリテーション病院 ☎52 ・ ９００1

リハ、整、内、脳外 江原町西柄

１８日㈰
工藤眼科クリニック ☎７5 ・ 3７53

眼 亀沢町

２１日㈷
整形外科 陽だまりの森クリニック ☎55・2122

整、リハ、リウ 寺津町北若王子

２５日㈰
みどりまち心療内科 ☎54 ・ ００1０

精、心内 緑町3丁目

３月

１８日㈰
西 尾 病 院 ☎5７・513８

内、循内、消内、呼内、糖内、神内、外、
整、脳外、消・肛外、泌、麻、リハ、放 和泉町

２５日㈰
稲垣レディスクリニック ☎54 ・ 11８８
産、婦、小、内 横手町北屋敷

救急医療情報センター（☎54・1133）
24時間対応で、受診可能な医療機関を紹介します。

小児救急電話相談（☎♯8000、 ☎052・962・9900）
夜間に、お子さんの急病について相談に応じます。
受付日時　毎日午後７時〜翌朝午前８時

診療日　日曜日、祝日、年末年始
▶内科・小児科
　受付時間
　　午前８時45分〜11時3０分
　　午後１時〜４時3０分
　診療時間
　　午前９時〜正午
　　午後１時〜５時
▶歯科
　受付時間
　　午前８時45分〜11時3０分
　診療時間
　　午前９時〜正午
持ち物　健康保険証、医療費受給者証、診療費など

編 集 雑 記
２月９日に平昌オリンピックが開会し、
熱戦が繰り広げられています。オリンピ
ックでは名場面のほか名言が生まれ、流
行語になることがあります。これとは反
対に、この時期流行してほしくないのが、
インフルエンザ。インフルエンザウイル
スにはＡ型、Ｂ型、Ｃ型の３種類があり、
今シーズンはＡ型とＢ型がはやっている
ようです。ウイルスに感染しないように
手洗いやうがいを励行するとともに、健
康管理に気を付けましょう。（か）

● 西尾市保健センター
● 西尾市医師会館
● ハローワーク西尾

● 西尾市保健センター
● 西尾市医師会館
● ハローワーク西尾

○ 西尾郵便局
◎
市役所

保健所 ○
警察署 ○

● 総合福祉センター● 総合福祉センター

● 法務局● 法務局
◇

税務署

西
尾
駅

西
尾
口
駅

西
尾
口
駅

休日診療所―■休日診療所―■

〔
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行
〕
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県
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22
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）

　西尾警察署の庁舎を建て替えるため、工事期間中、仮庁舎へ
移転します。新庁舎は2０2０年の夏ごろから使用する予定です。
仮庁舎の窓口業務開始日　３月12日㈪
仮庁舎の住所　熊味町北十五夜21－1（旧西三河建設事務所）
他現在、西尾交通総合センター（市役所西側）で受け付けている
自動車運転免許証の更新手続き（更新手数料の納付）も、期
間中は仮庁舎で受け付けます。

西尾警察署が仮庁舎に移転します

名鉄西尾駅

西尾郵便局

西尾税務署

市役所

名
鉄
西
尾
線

ハローワーク西尾

西尾市保健センター

問西尾警察署（☎5７・０11０／寄住町）

国道24７号沿いに移転し、利便性が高
まりました。駐車場は４台分あります。
住所　吉良町吉田上浜７－1

吉良交番が移転しました
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